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中

世

歌

合

諸

本

の

研

究

(六
ノ
下
)

―

『歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
』
に
つ
い
て
―

は
じ
め
に

前
稿
で
は
、
九
条
道
家
に
ょ
っ
て
催
さ
れ
た
『歌

合

貞

永

元

年

八

月 

十
五
夜
』
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
伝
本
二
十
四
本
に
つ
い 

て
の
書
誌
的
確
認
を
し
、
校
本
の
作
成
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら 

を
利
用
し
て
、
こ
の
歌
合
に
つ
い
て
の
概
要
と
、
伝
本
分
類
に
つ
い
て
の 

苒
確
認
を
行
っ
て
み
た
い
。

一
現
存
伝
本
(補
足
)

本
稿
で
の
考
察
に
先
だ
っ
て
、
前
稿
の
脱
稿
後
に
実
見
す
る
こ
と
が
で 

き
た
ニ
本
の
、
書
誌
の
紹
介
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

佐
々
木
孝
浩

そ
の
ニ
本
と
は
、
前
稿
の
分
類
に
ょ
る
、
第

I類
第
二
種
の
高
山
郷
土 

館

蔵

本

(和

歌

部

.
四
五
)
と
、
第

n類
第
二
種
の
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫 

蔵
本
(六

 

一
•
ニ
六
)
で
あ
る
。

高
山
市
郷
土
館
桂
野
文
庫
蔵
(和

歌

部

•
四
五
)
本

〔
江
戸
前
中
期
〕
写 

i
〔略

称

「高
」
〕
 

紙
釘
装
。
本

文

共

紙

表

紙

(
一
一
三
.
〇

x
一

八

•
〇
糖

)
。
左
肩
に 

「
月
謌
合
」
(同
筆
)
と
打
付
け
書
き
。
内

題

は

「謌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五 

夜
」
。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付

一
六
丁 

•
裏
始
り
。

遊
紙
は
な
い
。

地
面
高 

さ

約

一

八

•
八龌

。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
一
行
書
。
裏
表
紙
左
端
の
綴
代 

部

分

に

「
(破
損
)
暦
正
月
十
九
日

-
一

書

之

雜
令

'
i
f
f
r
i



勝
氏
」
と
奥
書
ら
し
き
も
の
が
あ
る
(本
文
異
筆
力
)
。

印

記

「
香
木\

 

園
印
」
(表

紙

左

下

.
方
朱
)
。

紙
釘
装
で
あ
る
こ
と
、
後
述
の
様
に
裏
表
紙
に
反
故
を
用
い
て
い
る
こ 

と
、
外
題
が
略
称
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
下
綴
の
段
階 

の
ま
ま
で
、
表
紙
を
付
け
る
こ
と
な
く

伝
わ
つ
た
も
の
ら

し

い

。

印
記
よ 

り
、
飛
驊
高
山
の
薬
種
商
で
本
居
宣
長
門
の
国
学
者
で
あ
っ
た
、
田
中
大 

秀

(弘

化

四

年

(
一
八
四
七
)
没

•
七
十
一
歳
)
の
旧
蔵
で
あ
る
と
判
る
。
 

「荏
野
文
庫
」
は

「
荏
野
翁
」
と
も
号
し
た
大
秀
の
文
庫
で
あ
る
。

同
文 

庫
に
は
大
秀
自
筆
稿
本
な
ど
も
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
そ
の
書
写
年 

代
よ
り
し
て
も

大
秀
の
筆
で
は
な

い

。

ま
た
本
書
の
裏
表
紙
に
は
異
筆
で 

以
下
の
様
な
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

き
み
や
こ
し
わ
れ
や
行
け
む
お
も
ほ
え
す 

夢
か
ぅ
つ
、
か
ね
て
か
覚
て
か 

返
し

か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
よ
ひ
に
き 

夢

、
つ

つ

、

と

は

世
人
定
よ

(マ
マ
)

中
'
^
^
に
は
か
れ
ち
よ
り
も
う
き
物
は 

見
は
て
ぬ
夢
の
さ
む
る
な
り
け
り

前
の
ニ
首
は
、
『古
今
集
』
や

『伊
勢
物
語
』
で
著
名
な
斎
宮
と
業
平
の 

贈
答
。
三
首
目
は
、
下

句

は

『古
今
集
』
に
も
見
え
る
忠
岑
歌
(六
〇
九
)
 

に
同
じ
だ
が
、
出
典
不
明
で
あ
る
。
ど
の
様
な
性
格
の
資
料
な
の
か
判
断 

付
か
な
い
が
、
反
故
を
表
紙
に
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
猶
、
墨
色
ょ
り 

し
て
裏
表
紙
の
奥
書
と
同
筆
の
ょ
ぅ
で
も
あ
る
。
と
な
る
と
こ
の
部
分
も 

「
勝
氏
」

の
筆
と
な
る
が
、
如
何
な
る
人
物
か
不
明
で
あ
る
。

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
(
六

I 

.
ニ
六
)
本

〔
江
戸
前
期
〕
写 

一
帖
〔略
称

「
蓬
」
〕
 

綴
葉
装
。
淡
香
色
布
目
地
に
、
二
色
の
金
泥
で
上
部
に
菊
唐
草
文
の
帯 

を
、
下
部
に
菊
花
文
を
刷
り
、
金
砂
子
を
散
ら
し
た
表
紙
(
一
七
ニ
1ー>< 

一
一
•
九
辗

o左
肩
の
鳥
の
子
地
に
金
泥
で
雲
霞
を
描
き
、
金
小
！

 

•
 

砂
子
を
散
ら
し
た
題
簽
(
一
一
•
〇

xニ
•
一
 

犍
)
に

「名
所
の
月
哥
合
」 

(
同
筆
)
と
墨
書
。
見
返
し
は
布
目
金
紙
。
内

題

は

「
謌
合
貞
永
元
年
八 

月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
紙
替
わ
り
で
、
緑
や
青
の
色
墨
や
金
泥
で
^H

4

や

鳥

-
 

帆
掛
船
等
の
下
絵
を
施
し
た
鳥
の
子
紙
。
三

折

•
墨
付
ニ
〇
丁 •

り
。 

遊
紙
は
な
い
。
字
面
高
さ
約
一
三
•
〇糰

。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
ニ
行
書
。 

奥

書

•
印
記
は
な
く
、
表
紙
の
蓬
左
文
庫
蔵
書
票
の
み
。



そ
の
大
き
さ
や
、
豪
華
な
装
丁
、
能
筆
の
書
写
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら 

し
て
、
文
字
通
り
の
姫
君
の
嫁
入
本
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
一
見
し
た
同 

文

庫

の

『
和
歌
庭
訓
抄
』
(
六 

一
•
三
ニ
)
や

『懐
®

冊
®

』
(六

一

.
 

三
三
)
も
、
大
き
さ
や
料
紙
等
を
含
め
て
同
様
の
装
丁
で
あ
り
、
叢
書
的 

に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
れ
も
嫁
入
本
と
さ
れ
る
に
は
珍 

し
い
作
品
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
他
に
も
数
多
く
の
も
の
が
書
写
•
造
本 

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
蓬
左
文
庫
に
お
詳
し
い
方
の
御
教
示
を
お
願
い 

し
た
い
。
猶
、
三
十
二
番
左
作
者
の
「
知
宗
」
は
擦
消
し
て
訂
正
さ
れ
て 

い

る

(
下
の
文
字
不
明
)
。

ま
た
、
近
時
新
た
に
古
筆
切
一
葉
の
存
在
が
判
明
し
た
。

『
第
四
号
京 

都

古

書

籍

.
古
書
画
資
料
目
録
』
(平

15
.
6
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
 

「
甘
露
寺
元
長
卿
」
と
の
極
札
を
有
す
る
切
(
四
六
四
番
)

で
あ
る
。

同 

目
録
に
よ
る
と
、
ニ

七

.
四

X
一
九
•
七
榧
と
あ
る
。
半
葉
一
〇
行

.
歌 

ー
行
書
。
「
ー
ー
番
'|_
と
の
番
数
か
ら
判
詞
ま
で
。
線
が
瘦
せ
て銳

さ
の
あ 

る
そ
の
筆
跡
は
、
小
さ
な
白
黒
の
図
版
で
見
て
も
、
確
か
に
元
長
の
筆
と 

似
通
う
よ
う
で
も
あ
る
。
本
文
の
特
徴
よ
り
し
て
第

I類
本
に
属
す
る
様 

で
、
左
歌
に
は
他
本
に
見
え
な
い
異
同
も
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
が
、
入
手 

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
現
蔵
者
の
紹
介
を
待
ち
た
い
。

ニ概要
ア
主
催
者
と
期
日

貞

享

ニ

年

(
一
六
八
五
)
刊

『
歌
合
部
類
』
所
収
本
の
作
者
一
覧
に
は
、
 

「
女
房
」

に

「後
堀
河
院
」
と
の
小
字
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同 

本
と

関

係

の

深

い

『群
書
類
従
』
所
収
本
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
流
布 

本
た
る
両
本
の
注
記
に
拠
っ
て
か
、
昭
和
二
十
五
年
刊
の
『
図
書
陵
典
籍 

解

題

続

文

学

編

』
や
、
同

三

十

五

年

の

『群
書
解
題
』

は
も
と
ょ
り
、
 

同
六
十
一
年
刊
の
『
和
歌
大
辞
典
』
に
至
っ
て
も
、
本
歌
合
は
後
堀
河
院 

の
主
催
と
い
ぅ

こ
と
に
さ
れ
て
い
た
。
も

つ

と
も
こ
の
誤
認
は
、
近
世
期 

以
降
の
み
の
こ
と
で
は
な
く
、
鎌

倉

期

成

立

の

『夫
木
抄
』

で
十
九
番
左 

の
親
季
歌
を
、
「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
仙
洞
御
会
」

と
し
て
撰
入
し
て 

い

る

(九
ニ
七
ニ
)
例
も
あ
る
に
は
あ
る
。
四
条
天
皇
へ
の
譲
位
は
十
月 

の
こ
と
で
、
こ
の
時
点
で
は
在
位
中
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
後
堀
河
院
を
意 

味
す
る
と
考
え
て
ょ
い
の
で
あ

ろ

ぅ

。

こ
れ
ら
の
誤
り
は
、
歌
合
の
伝
本 

に
主
催
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ 

る
。一

方
、
昭

和

六

年

刊

の

『大
日
本
史
料
』
五
—

八
で
は
、

「
道

家

、
歌 

合
ラ
行
フ
」
と

し

て

、
群
書
類
従
本
を
翻
刻
し
な
が
ら
も
、
「
後
堀
河
院
」



と

あ

る

右

傍

に

「
(道
家
力
)」
と
付
す
等
の
処
置
を
施
し
て
い
る
。

『
新 

編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
の
佐
藤
恒
雄
氏
解
題
で
、
「
四
五
番
歌
が
玉
葉
和 

歌

集

(
六
五
五
)
に

「
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
左
大
臣
」

の
歌
と
し
て
採 

ら

れ

て
お
り
」
と
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
前
関
白
左
大
臣
道
家
の
主
催
で
あ
っ 

た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
稿
で
も
触
れ
た
よ
ぅ
に
、
貞

永

元

年

(
一
二
三
ニ
)
と
い
ぅ
年
は
、
 

六
月
十
三
日
に
藤
原
定
家
に
後
堀
河
天
皇
よ
り
勅
撰
集
撰
進
の
命
が
下
り
、
 

そ
の
後
半
期
に
歌
壇
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
年
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な 

様
子
を
探
る
上
で
、
定

家

の

『
明
月
記
』
と

道

家

の

『
玉
薬
』
が
共
に
、
 

同
年
中
の
記
事
を
殆
ど
失
っ
て
い
る
の
は
痛
手
で
あ
る
が
、
藤
原
教
実
の 

『
洞
院
摂
政
記
』
と

藤

原

経

光

の

『民
経
記
』
、
そ
し
て
諸
歌
集
類
よ
り
、
 

こ
の
年
の
本
歌
合
に
至
る
ま
で
の
和
歌
活
動
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

先
ず
内
裏
で
は
、
期
日
の
明
ら
か
な
も
の
に
、
五
月
五
日
の
当
座
五
首 

御
会
と
七
月
四
日
の
当
座
恋
題
三
首
御
会
が
あ
り
、

不
明
な
も
の
も
、
 

『為
家
集
』
と

『
中
院
集
』
と
に
よ
り
複
数
回
の
御
会
が
確
認
で
き
&
。 

何
れ
も
判
明
す
る
作
者
は
為
家
の
み
で
あ
り
、
規
模
の
小
さ
な
も
の
で
あ
つ 

た
可
能
性
も
あ
る
が
、
と

も

か

く

も

あ
ま
り
和
歌
に
熱
心
で
な
か
つ
た
ら 

し
い
後
堀
河
天
皇
の
内
裏
歌
壇
も
、

一
応
の
活
況
を
見
せ
始
め
て
い
る
こ 

と
が
判
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
道
家
女
の
後
堀
河
天
皇
中
宮
蹲
子
(後
の
藻
璧
門
院
)
の
も
と 

で
も
、
六
月
二
十
五
日
に
初
度
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。

一
方
前
関
白
道
家
の
邸
で
は
、
六
月
二
十
日
に
、
定

家

•
為

家

.
知

家• 

行

能

.
有
長
等
が
参
加
し
て
、
「
行

路

蛍

•
水

辺

納

涼

•
庭
上
松
」

の
三 

題
で
歌
会
が
催
さ
れ
た
(洞
院
摂
政
記
)
の
を
始
め
と
し
、
七
月
二
日
に 

は
、
「新
加
人
」
を
交
え
て
歌
会
が
催
さ
れ
、
最
初
に
新
人
を
除
い
た
兼 

日
の
会
が
、
続
い
て
全
員
で
当
座
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
民
経
記
』
に
見 

え
て
い
る
。
『範
宗
集
』
に

「貞
永
元
年
七
月
大
殿
御
会
三
首
内
」

と
詞 

書
の
あ
る
詠
が
こ
の
折
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
「
野

径

早

秋

.
暁
聞 

荻
」

の
ニ
題
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他

に

、
新
千
載
一
七
五
六 

(家
隆
)
.
玉
吟
集
二
三
三
六
〜
七
.
為
家
集
四
八
〇

(中
院
集
ニ
ー
五
)
. 

夫
木
四
〇
九

ニ

(家
隆
)
•
閑
月
集
一
七
九
、

一
八
〇

(
家

隆

•
範

宗

)
 

等
も
同
時
の
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

ま
た
同
月
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
開
催
日
が
不
明
な
所
謂
『光
明
峰
寺 

摂
政
家
歌
合
』
(恋
の
み
の
十
題
.
二
十
二
人
•
百
十
香
)
が
催
さ
れ
て 

い
る
が
、
十
一
日
に
も
兼
日
の
七
首
歌
合
と
当
座
歌
会
が
開
か
れ
て
い
る 

こ
と
が
、
や

は

り

『
民
経
記
』
に
ょ
っ
て
判
明
す
る
。
こ
の
歌
合
は
散
佚 

し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
勅
撰
集
に
新
勅
撰
の
九 

首
以
下
三
十
首
近
く
も
が
入
集
し
て
お
り
、
決
し
て
低
調
な
も
の
で
な
か
っ



た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
諸
歌
集
に
ょ
り
歌
合
の
歌
題
は
、

「
雲

間

花

.
 

霞

中

帰

雁

•
羈

旅

(中
)
時

鳥

.
月

下

鹿

•
暮

山

雪

•
風

前

檮

衣

•
寄
鳥 

恋
」

で
あ
つ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
そ
の
歌
は
、
新
勅
撰
六
五
〜 

七
、

一
〇

一
〜
三
、
四
三
四
、
七
五
三
、
八
〇
六

.
続
後
撰
七
五
〜
六
、

1

〇
八
、
三
九
九
、
七
八
六
、
八
ニ
ニ
、
九
八
〇

•
続
古
今
四
五
〇

•
続 

拾
遺
五
ニ
、
三

三

六

•
新
後
撰
四
七
、
八

八

.
玉
葉
五
七
〇

•
続
千
載
四 

〇
六
、
五
四
〇

.
続

後

拾

遺

〔
三
六
四
〕
、
四

八

三

•
新
続
古
今
ニ
六
五 

〜

七

•
万
代
集
一
一
一
三
〜
七
、
〔
一
四
七
九
〕
•
雲
葉
集
八
六
九
•
夫
木 

抄
ニ
九
六
五
、
〔
四

七

九

ニ

(
「
月
下
草
」
題
だ
が
鹿
も
詠
ま
れ
る
)
〕
、
五 

七

二
三
〜
六
•
閑
月
集
三
ニ
九
.
玉
吟
集
ニ
ー
二
三
〜
四
、
ニ
ニ
四
六
、
 

ニ
四
九
ニ
〜
三
、
ニ
六
五
九
、
二
八
四
四
.
範
宗
集
九
一
〜
ニ
•
三
六
〇

.
 

四

五

四

•
五

九

一

.
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
紙
背
和
歌
一
五
八
、
等
に
見
え 

て
い
る
。
歌
合
の
作
者
は
、
道

家

.
定

家

•
行

能

.
信

実

•
光

俊

•
知
宗 

(以
上
民
経
記
に
見
え
る
)
の
他
、
教

実

.
家

隆

•
為

家

•
隆

祐

•
知

家

.
 

成

実

•
範

宗

.
家

俊

•
頼

氏

•
有

長

•
家

清

.
民
部
卿
典
侍
•
下

野

•
少 

将

•
但
馬
等
の
出
詠
が
確
認
で
き
る
。
判
者
は
定
家
で
、
有
長
が
奉
行
を 

勤
め
た
と
い
う
。

八
月
に
入
つ
て
か
ら
も
、
六

日

に

「恒
例
和
歌
御
会
」
が
あ
つ
た
こ
と 

を
、
『
民
経
記
』
が
伝
え
て
お
り
、
作

者

は

定

家

.
為

家

.
行

能

•
信

実

•

家

長

.
家
清
等
が
伺
候
し
た
と
い
う
。
こ
の
折
の
歌
は
残
念
な
が
ら
一
首 

も
確
認
で
き
な
い
。

以
上
の
如
く
、
道

家

邸

で

は

「
恒
例
」
と
な
る
程
に
歌
行
事
が
催
さ
れ
、
 

常
連
に
新
人
も
加
え
ら
れ
て
、
本
歌
合
に
至
る
ま
で
に
、
道
家
家
歌
壇
と 

呼
び
う
る
も
の
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
い
た
状
況
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
中
秋
の
名
月
の
夜
に
、
本
歌
合
が
催
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ 

の
日
の
夜
に
月
見
の
宴
を
開
き
、
そ
の
場
で
歌
が
詠
ま
れ
る
の
は
、
平
安 

時
代
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、
そ
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
れ
で
は
歌 

合
の
先
例
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
平
安
朝
歌
合
大
成
増
補
新
訂
』
 

(
同
朋
社
出
版
、
平
8
)
に
拠
る
と
、

一

二

「
延
喜
元
年
八
月
十
五
夜
或 

所
歌
合
」
丄
ー
七
〇
「永
久
ニ
年
八
月
十
五
夜
内
裏
歌
合
」
.
三

五

六

「
長 

寛
ニ
年
八
月
十
五
夜
俊
恵
歌
林
苑
歌
合
」
.
三

九

三

「
承
安
三
年
八
月
十 

五
日
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
」

の
、
四
例
が
確
認
で
き
る
。
但
し
、
ニ
七
〇 

は

『夫
木
抄
』

の
藤
原
資
光
歌
に
、
「
永

久

ニ

年

名

月

内

裏

歌

合

八

重 

雲
」
と
あ
る
こ
と
の
み
を
根
拠
と
す
る
も
の
だ
が
、
新

編

大

観

で

は

「名 

月
」
が

「
九
月
」
と

な

つ

て

お

り

(七
八
六
一
)
、
先
例
と
は
認
め
が
た 

い

よ

、
つ

であ
る
。

こ
れ
ら
に
、
『歌
仙
落
書
』

の

清

輔

歌

にr

三
条
大
納
言
実
房
家
八
月 

十
五
夜
歌
合
」
と

あ

る

(
四
ニ
)
例
や
、
『
続
後
撰
集
』

の
周
防
内
侍
歌



に
、
「
ニ
条
関
白
家
の
八
月
十
五
夜
歌
合
に
」
と

あ

る

(
三
三
五
)
も
の 

等
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、
同

歌

を

収

め

る

『
千
載
集
』
や 

『清
輔
集
』
等
で
も
詠
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
後
者
は
、

同

歌

が

『
周 

防
内
侍
集
』

で

は

「
八
月
十
五
日
夜
、
関
白
殿
よ
り
月
の
歌
ま
ゐ
ら
せ
よ 

と
あ
り
し
か
ば
」

二

八

)
と
あ
り
、
共
に
歌
合
と
し
て
の
先
例
と
は
認 

め
が
た
い
よ
ぅ
で
あ
る
。

ま
た
鎌
會
期
に
入
つ
て
か
ら
は
、
後
鳥
羽
院
主
催
の
建
仁
元
年
(
一
二 

〇

一
)
「
撰
歌
合
」
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
結
局
以
上
の
中 

に
は
、
主
催
者
や
形
式
等
に
お
い
て
、
本
歌
合
が
先
例
と
意
識
し
た
ら
し 

い
催
し
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
れ
以
後
だ
と
、
建

長

ニ

年

(
一
二
五
〇
)
と

文
永
ニ
年
(
一
二
六
五
)
 

の
後
嵯
峨
院
と
、
元

亨

元

年

(
ニ
ニ
ニ
ー
)
の
後
醍
醐
天
皇
の
主
催
の
も 

の
が
確
認
で
き
る
が
、
総
て
治
天
の
君
の
催
し
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て 

お
き
た
い
。

貞
永
元
年
の
こ
の
夜
は
、
や

は

り

「
良
辰
」

と
の
こ
と
で
、
内
裏
の 

「秘
書
閣J  
(内
御
書
所
)
で
兼
高
を
奉
行
と
し
た
作
文
が
あ
つ
た
こ
と
が 

『
民
経
記
』
に
見
え
て
い
る
。
十
日
に
出
題
が
あ
つ
た
と
も
あ
り
、
急
な 

催
し
で
な
か
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
う
し
た
夜
に
歌
合
を
催
し
た 

こ
と
に
、
ど
こ
ま
で
道
家
が
自
覚
的
で
あ
つ
た
か
は
、
よ

り

考
究
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
道
家
の
権
勢
の
程
を 

象
徴
し
て
い

る

ょ

う

で
あ
る
。

ィ

題

本
歌
合
の
題
は
、
中
秋
の
名
月
の
夜
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
名
所 

月
」
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
題
は
、
治

承

四

年

(
一
一
八
〇
)
五
月
以
前
に 

催

さ

れ

た

「
春
日
社
歌
合
」
で
、
花

の

題

や

「社
頭
月
」
と
共
に
出
題
さ 

れ
た
の
が
、
歌

合

で

の

初

例

(插

葉

集

•
五
〇
六

•
範
円
)
で
あ
„る
。
時 

期
の
明
ら
か
な
も
の
と
し
て
は
、
元

久

元

年

(
一
二
〇
四
)
八
月
十
五
日 

に
後
鳥
羽
院
の
五
辻
殿
五
首
和
歌
会
で
、
「
松

間

月

•
野
辺
月
•
田
家
月
.
 

羈
旅
月
」
と
共
に
出
題
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
(後
鳥
羽
院
御
集 

一
六
五
三
〜
七
■
秋
篠
月
清
集
一
一
四
八
〜
五
ニ
•
拾
遺
愚
草
ニ
ー
一
九
二 

〜
六
他
)
。
私
家
集
で
の
初
見
は
、
西

行

の

『
山
家
集
』
(
三
ニ
四
、
五
)
 

で
あ
り
、
や
や
飛
ん
で
、
順
徳
院
に
近
侍
し
た
藤
原
光
経
の
家
集
に
も
見 

え

る

(
五
六
五
)
。
光
経
の
甥
の
光
俊
に
も
同
題
歌
が
認
め
ら
れ
る
(
新 

勅
撰
集
ニ
七
三
)
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
『雲
葉
集
』
に
見
え
る
、r

前
内 

大
臣
」
基

家

家

歌

会

(
五

九

ニ

.
土
御
門
院
小
宰
相
)
と
同
じ
時
の
も
の 

か
も
し
れ
な
い
。

こ

の

ょ

う

に

「名
所
月
」
題
自
体
は
先
例
も
多
い
の
だ
が
、
本
歌
合
の 

出
題
の
特
色
は
、
同
題
で
三
首
を
詠
む
点
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
定



数
歌
で
同
題
を
複
数
詠
む
こ
と
は
ま
ま
あ
る
も
の
の
、
歌
合
で
は
極
め
て 

珍
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
や
や
変
則
的
な
出
題
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
題
の
拘
束
性 

の
緩
や
か
さ
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
歌
枕
さ
え
詠
み
込
め
ば
、
 

後
は
単
な
る
「
月
」
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の
歌
枕
に
関
し
て
も
、
参
加
歌 

人
が
か
な
り
自
由
に
選
択
し
て
い
る
こ
と
は
、
詠
ま
れ
た
名
所
を
一
覧
す 

れ
ば
、
容
易
に
判
る
こ
と
で
あ
る
。

同
所
の
異
名
や
山
や
河
等
を
一
つ
と
し
て
整
理
す
る
と
、
詠
ま
れ
た
名 

所
は
全
部
で
四
十
四
箇
所
と
な
る
。
重
複
し
て
詠
ま
れ
た
の
は
、
六
首
が 

三
笠
山
と
明
石
(潟

•
浦
)
、
三
首
が
住
之
江
•
須

磨

浦

.
龍

田

(
山

.
 

河
)
.
宮
城
野
、
ニ
首
が
御
裳
濯
川
(
五
十
鈴
川
)
•
難

波

(
里

•
江
)
. 

松

浦

島

(松
島
)
で
、
こ
れ
ら
が
一
応
人
気
の
月
の
名
所
と
い
う
こ
と
に 

な
ろ
う
か
。
以
下
に
こ
の
四
十
四
箇
所
を
地
域
別
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

山

城

(
八
箇
所
)
；
男
山
13

、
宇
治
橋
26

、
大
井
川
28

、
瓶

原

.
泉
川 

29

、
朧
清
水
30

、
小
塩
山
31

、
伏
見
48

、
桂
川
57 

幾

内

(山
城
を
除
く 

•
十
四
箇
所
)
…
三
笠
山
1

.
10
.

14
.

15
.

25
. 

60

、
龍

田

(山

•
河
)
2
 

.
20
.

49

、
住
之
江 

4
 

.
47
.

65

、
明 

石
(潟
■浦
)

6
 

• 

7
 

.
11

-
39

ム

.
52

、
三
輪
山
12

、
猪
名
湊

18
、

三

吉

野19
、

天

香

具

山33
、

佐

保

川35
、

初

瀬

山

.
弓

月

嶽

36
、 

橘

小

島37
、

須

磨

浦45
.
46
.
50
、

春

日

山51
、

難

波

(
里

/
江

) 

56
.
59

東

海

道

(十
一
箇
所
)
…
御
裳
濯
川
(
五
十
鈴
川
)
3 

.
21
.
22
、

小 

夜

中

山

5

、

富

士

嶺

8

、

名

高

浦

9

、

清

見

潟

24
、

麻

生

浦32
、

飛
 

幡

浦
55
、

武

蔵

野61
、

浜

名

橋62
、

宮

河64
、

伊

勢

島66 

東

山

道

(
三

箇

所

)

；

真

野

入

江

17
、

野

島

崎34
、

姨

捨

山40 

南

海

道

(
ニ
箇
所
)
；
由
良
門
42
、
和
歌
浦
54 

山

陰

道

(
ー
箇
所
)
；
天
橋
立
23

陸

奧

(
四
箇
所
)
；
袖
浦
16

、
宮
城
野
27
.

41
.

43

、
真
野
萱
原
53

、
 

松

浦

島

(松
島
)
58
.

63 

未

勘

国

(
一
箇
所
)
；
花
野
38

掛
詞
が
し
や
す
い
こ
と
か
ら
も
月
の
歌
に
良
く
詠
ま
れ
る
明
石
と
並
ん 

で
、
三
笠
山
が
多
い
の
は
、
阿
倍
仲
麻
呂
の
著
名
な
歌
の
影
響
が
あ
る
こ 

と
は
無
論
だ
が
、
こ
の
山
の
麓
に
藤
原
氏
の
氏
神
春
日
大
社
が
鎮
座
す
る 

こ
と
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
番
左
の
道
家
自
身
も
詠
ん
で 

い
る
が
、
八
番
左
の
親
季
歌
「
み
か
さ
山
千
代
の
光
を
さ
し

そ
へ
て
雲
井 

を
て
ら
す
秋
の
よ
の
月
」
等
は
、
明
ら
か
に
摂
家
即
ち
主
催
者
道
家
を
意



識
し
て
の
詠
で
あ
ろ
ぅ
。
廿
六
番
左
の
行
能
歌
「
か
す
か
や
ま
峯
の
榊
葉 

と
き
は
な
る
み
よ
の
光
も
月
に
み
え
つ
、
」
も
、
前
歌
に
ほ
ぼ
同
内
容
の 

歌
で
あ
る
が
、
春
日
山
は
三
笠
山
を
も
含
み
こ
ん
だ
山
で
あ
り
、
こ
の
歌 

を
含
め
る
と
、
合
計
七
首
と
な
り
全
歌
数
の
一
割
以
上
を
占
め
る
こ
と
に 

な
る
。
ま
た
同
様
に
御
裳
濯
川
(
五
十
鈴
川
)
、
宮
河
、
伊
勢
島
等
、
伊 

勢
神
宮
を
象
徴
す
る
地
名
が
多
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
よ
ぅ
。

こ
の
他
も
、
月

と

は

結
び
付
か
な
い
名
所
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
と
、
 

興
味
深
い
事
例
も
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
検
討
は
本
稿
の
目
的 

で
は
な
い
。

こ

れ

以

後

も

「名
所
月
」
題
の
出
題
は
珍
し
く
な
く
、
宝

治

元

年

(
一
 

ニ
四
七
)
八

月

十

五
夜
仙
洞
(常
磐
井
殿
)
五

首

歌

会

(
玉
葉
集
ニ
ー
ニ 

〇
、
夫
木
抄
一
二
四
六
五
)
でr

羈

中

月

•
月

契

多

(千
)
秋

•

1

則
恋
」 

等
と
共

U
、
建

長

三

年

(
一
二
五
一
)
九

月

十

三

夜

の

「
影
供
歌
合
」

で 

も
、
「初

秋

露

.
山

家

秋

風

•
朝

草

花

.
暮

山

鹿

.
霧

間

雁

•
田

家

月

.
 

行

路

紅

葉

.
寄

煙

忍

恋

•
寄
月
恨
恋
」
等
と
共
に
出
題
さ
れ
て
い
る
。

な
お
道
家
は
、
建

保

三

年

(
一
二一

五

)
九
月
十
三
夜
に
披
講
し
た 

「光
明
峰
寺
摂
政
家
百
首
」
で
、
「(寄
)名
所
恋
」

七
四
六
他
)
 

一
題
で
恋
二
十
五
首
を
詠
ま
せ
て
お
り
、
こ
れ
な
ど

も

意
識
さ
れ
て
い
た 

か

も

し

れ

な
い
。

ゥ
作
者

本
歌
合
の
作
者
は
、
主
催
者
道
家
以
下
二
十
ニ
名
で
あ
る
。
そ
の
顔
触 

れ
の
傾
向
を
探
る
た
め
に
、
同

年

中

(寛
喜
四
年
は
貞
永
元
年
)
の
四
度 

の
歌
合
と
、

一
度
の
百
首
歌
へ
の
出
詠
状
況
を
一
覧
表
に
し
て
確
認
し
て 

み
た
い
。

そ
の
五
度
の
催
し
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

A

日
吉
社
撰
歌
合
寛
喜
四
年
三
月
十
四
日

(為

家

家

百

首

ょ

り

撰

歌

結

番

六

題

五

十

番

ニ

十

五

人

)
 

B
石
清
水
若
宮
歌
合
寛
喜
四
年
三
月
二
十
五
日

(藤

原

成

実

勧

進

三

題

五

十

一

番

三

十

四

人

)

C
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
貞
永
元
年
七
月 

(十

題

百

十

番

二

十

二

人

)

D
〔前
関
白
道
家
家
歌
合
〕

貞
永
元
年
七
月
十
一
日

(七
題
番
数
不
明
判
明
す
る
人
数
二
十
一
人
)

E
洞
院
摂
政
家
百
首
貞
永
元
年
四
月
頃 

(教

実

主

催

二

十

三

As
)

ま
た
、
年
齢
が
判
明
す
る
場
合
は
そ
れ
を
示
し
、
各
々
の
勅
撰
入
集
歌 

数

(詞
書
中
の
歌
は
含
ま
ず
)
と
、
初
入
集
の
集
名
を
整
理
し
て
お
い
た
。



為 家 光 兼 下 少 家 資 実 高 典 俊
成
女

知 隆 親 有 頼 信 行 家 定 道 作

家 清 俊 康 野 将 長 季 持 倉 侍 宗 祐 季 長 氏 実 能 隆 家 家 者

35 39 63 26 38 36 56 53 75 71 40 齢

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 A

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 B

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 C

〇 〇 〇 / 〇 〇 / / / / 〇 / 〇 〇 / 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 D

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ A 〇 〇 〇 〇 〇 〇 E

333 7 100 7 29 62
ホ

36 37 0 41
*

24 115 0 41 0 24 8 132 49 283 465 118
勅
撰
入
集
数

新
勒
撰

続
後
撰

新
勅
撰

続
古
今

新
古
今

新

撰

新
古
今

新
Mi
撰

新

|

新
勅
撰

新
古
今

新
W}
撰

新

撰

新
Wi
撰

新

撰

新
古
今

千
載

千
載

新
勒
撰

•
D
は
全
参
加
者
を
確
認
で
き
な
い
の
で
、
出
詠
が
不
明
な
者
は「

\
」

で 

示
し
た
。

■
E
の

「
△
」
は
同
百
首
の
伝
本
に
は
見
え
な
い
が
、f

明
月
記J

寛
喜
ニ
年 

六
月
九
日
•
二
十
一
日
条
や
勒
撰
集
入
集
歌
に
ょ
り
詠
進
が
確
認
で
き
る 

こ
と
を
、
「
▼
」
は
、r

明
月
記j

両
日
条
か
ら
、
候
補
に
上
が
つ
た
が
詠 

進
を
辞
退
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

.
勒
撰
入
集
数
の
内
「
*
」
を
附
し
た
宮
高
倉
の
41
首
は
、
他
人
詠
で
あ
る 

こ
と
が
確
実
な
一
首
(新
拾
遺
集 
一
o
〇
八
)
も
含
め
た
数
で
あ
る
。
同 

じ
く
中
宮
少
将
の
62
首
に
は
続
古
今
集
の
異
本
歌
を
ー
首
含
ん
で
い
る
。

A
Bは
直
接
に
は
道
家
と
関
係
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
両
度
に
参 

加
し
て
い
る
者
は
、
貞
永
元
年
前
半
に
お
い
て
、
既
に
一
応
の
歌
人
と
し 

て
認
め
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
ぅ
。

Eは
名
称
的
に
は
道
家
息
教
実
の
主
催
と
な
つ
て
い
る
が
、
道
家
が
深 

く
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

c
Dの
両
度
の
道
家
主
催
歌
合 

と
共
に
、
道
家
周
辺
で
相
応
の
歌
人
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
 

道
家
と
の
親
近
性
を
推
察
す
る
指
標
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
前
提
の
も
と
に
一
覧
表
を
眺
め
る
と
、
道

家

•
定
家
は
別
格
と
し 

て
、
家
隆
以
下
の

A
B両
度
に
参
加
し
て
い
る
十
二
人
は
、
本
歌
合
の
作



者
に
選
ら
ば
れ
る
の
も
問
題
な
い
歌
人
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
れ
に
対
し
、
残
る
七
名
は
本
歌
合
の
作
者
と
な
っ
た
理
由
を
検
討
し 

て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

有
長

本
歌
合
の
伝
本
に
よ
っ
て
は
、
有
家
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
 

新
古
今
撰
者
の
一
人
で
あ
っ
た
有
家
は
建
保
ニ
年
(
ニ

ニ

六

)
に
他
界 

し
て
お
り
、
や
は
り
醍
醐
源
氏
の
有
長
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
刑
部
大 

輔
長
俊
息
で
、

B
の
作
者
表
記
に
よ
れ
ば
こ
の
年
「
従
四
位
下
行
右
馬
頭
」 

(正
確
に
は
権
頭
で
あ
る
は
ず
)
。
『新
千
載
集
』
一
二
九
七
の
詞
書
に
、
 

「
七
十
の
よ
は
ひ
に
も
あ
ま
り
侍
り
て
建
長
の
比
、
長
子
兼
康
朝
臣
に
お 

く
れ
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
頃
五
十
を
超
え
て
い
た
か
と 

思
わ
れ
る
。
『
民
経
記
』
貞
永
元
年
閏
九
月
二
十
七
日
条
の
除
目
聞
書
で
、
 

従
四
位
上
に
昇
叙
さ
れ
た
有
長
に
対
し
て
、
「
殿
下
権
臣
也
、
頗
早
速
歟
、
 

莫
言
々
々
」
と
注
さ
れ
て
い
る
様
に
道
家
側
近
で
あ
っ
た
。
千
載
集
以
下 

の
作
者
季
広
の
孫
で
、
子
に
は
本
歌
合
作
者
の
兼
康
や
、
続
拾
遺
集
の
和 

歌
所
開
闔
と
な
っ
た
兼
氏
等
が
お
り
、

一
応
重
代
の
家
の
人
で
あ
っ
た
。

早

く

建

保

三

年(
H

ニ

五

)
九

月

十

三

夜

の

「
光
明
峰
寺
摂
政
家
百 

首
」
に
出
詠
し
て
い
る
(新
勅
撰
集
七
四
六
等
)
他
、
嘉

禄

ニ

年

(
一
二 

ニ
六
)
二
月
二
十
五
日
.
寛

喜

ニ

年

(
一
二
三
〇
)
七
月
二
十
四
日
の
道

家
家
連
歌
会
で
作
者
と
な
り
(明
月
記
)
、
そ
し
て
前
述
の
貞
永
元
年
七 

月
十
一
日
の
道
家
家
歌
合
で
は
奉
行
を
勤
め
る
な
ど
、
道
家
の
文
事
に
も 

良
く
参
じ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

C
の
作
者
に
は
な
っ
て
い
な
い 

も
の
の
、

B
に
は
出
詠
し
て
お
り
、
ま
た

E
の
百
首
も
詠
進
し
て
い
る
こ 

と
か
ら
し
て
も
、
有
長
の
場
合
は
当
時
相
応
の
歌
人
と
認
め
ら
れ
て
い
た 

こ
と
は
疑
い
な
く
、
道
家
と
の
関
係
か
ら
し
て
も
、
本
歌
合
の
参
加
も
自 

然
で
あ
ろ
ぅ
。

猶
、
こ
の
後
で
は
、
安

貞

三

年

(
一
二
ニ
九
)
三
月
二
十
三
日
の
教
実 

邸
歌
会
に
参
加
し
て
い

る

他
、
『
万
代
集
』
に

「
洞
院
摂
政
か
く
れ
て
の 

ま

た

の

と

し

、

よ

み

侍
り
け
る

」

(
三
五
六
七
)
と
教
実
の
死
を
悼
む
詠 

を
残
し
て
い

る

。

親
季

大
膳
大
夫
藤
原
家
綱
(建

仁

元

年

(
一
二
◦

一
)
卒

)
息
で
、
正
三
位 

右
兵
衛
督
定
季
の
養
子
と
な
り
、
従
二
位
権
中
納
言
に
至
っ
た
。
時
に
従 

四
位
下
左
少
将
兼
備
中
守
(公
卿
補
任
)
。
定
季
の
娘
恩
子
は
教
実
妾
で 

関

白

忠

家

(寛

喜

元

年

(
一
二
ニ
九
)
生
)
を
産
ん
で
お
り
、
九
条
家
の 

縁
戚
で
も
あ
っ
た
が
、
寛

喜

ニ

年

(
一
二
三
〇
)
五
月
二
十
五
日
の
道
家 

の
吉
田
泉
殿
行
や
、
同
三
年
九
月
七
日
の
道
家
の
宇
治
行
に
共
を
し
た
少 

人
数
の
内
に
そ
の
名
が
見
え
て
お
り
(
明
月
記
)
、
こ
の
頃
道
家
に
近
侍



し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
文
事
で
は
、
嘉
禄
ニ
年
二
月
二
十
一
日
の
教
実 

家
詩
会
に
参
加
し
て
い
る
他
に
、

Cと
こ
の
年
の
中
宮
歌
会
が
確
認
で
き 

る
程
度
で
あ
る
。

E百
首
を
辞
退
し
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た 

か
も
し
れ
な
い
。
本
歌
合
へ
の
参
加
は
専
ら
道
家
と
の
近
し
い
関
係
に
拠 

る
の
で
あ
ろ
ぅ
。

知
宗

諸
記
録
に
ょ
り
平
氏
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

『
尊
卑
分
脈
』 

を
探
す
と
、
ニ
名
の
平
知
宗
が
確
認
で
き
る
が
、
清
盛
室
時
子
の
兄
で
千 

載

.
新
古
今
の
作
者
で
も
あ
っ
た
親
宗
の
孫
が
該
当
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。 

父
宗
宣
は
寛
喜
三
年
(
一
二
三
一
)
に
五
十
五
歳
で
没
し
た
と
あ
る
か
ら
、
 

貞
永
元
年
に
は
三
十
代
位
で
あ
っ
た
ろ
ぅ
か
。
猶

分

脈

に

は

「
少
納
言
」 

と
の
み
あ
る
。
と
も
か
く
も
問
題
の
知
宗
は
、
『
明
月
記
』
や

『民
経
記
』
 

に
拠
れ
ば
、
時

に

「
五
位
勘
解
由
次
官
」

で
、
後
高
倉
院
后
の
北
白
河
院 

の
院
司
で
あ
っ
た
(明

月

記

.
寛
喜
三
年
二
月
二
十
九
日
条
他
)
。
道
家 

と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
天
福
元
年
八
月
八
日
の
教
実
宇
治
行
に
随
従
し 

て

お

り

(明
月
記
)
、
や
は
り
九
条
家
の
家
司
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う 

か
。
本
歌
合
や

C
Dへ
の
参
加
も
そ
の
縁
で
あ
ろ
う
が
、
勅
撰
集
へ
の
入 

集
が
な
い
と
な
る
と
、
数
合
わ
せ
的
な
存
在
で
あ
つ
た
と
も
言
え
よ
、つ
か
。

高
倉

法
印
澄
憲
女
で
、
八
条
院
に
仕
え
た
高
食
で
あ
ろ
う
。
同
時
代
の
興
福 

寺
別
当
親
縁
女
ら
し
い
安
嘉
門
院
高
倉
(宝
治
百
首
作
者
)
と
は
別
人
で 

あ
る
。
こ
の
八
条
院
高
會
に
つ
い
て
は
、
久

保

田

淳

氏

『新
古
今
和
歌
集 

全
評
釈
』
第

一

巻

(講
談
社
、
昭

51
)
五
四
番
歌
作
者
注
を
参
照
い
た
だ 

き
た
い
が
、
貞
応
元
年
時
に
は
五
十
代
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
女
性
で
は 

俊
成
卿
女
に
継
ぐ
高
齢
で
あ
っ
た
。
元

久

元

年

(
一
二
〇
四
)
十
一
月
十 

日

「
春
日
社
歌
合
」
、
建

保

四

年

(
ニ

ニ

六

)
閏

六

月

九

日

「
内
裏
百 

番
歌
合
」
、
同
五
年
十
一
月
四
日
「冬
題
歌
合
」
等
に
出
詠
す
る
な
ど
し 

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
で
は
、
嘉

禎

三

年

(
一
二
三
七
)
法
印
覚
寛
勧 

進
名
号
七
十
首
和
歌
で
の
詠
が
確
認
で
き
る
(続
拾
遺
集
五
三
〇
)
ぐ
ら 

い

で

、

そ
の
間
は
本
歌
合
く
ら
い
し
か
和
歌
活
動
が
確
認
で
き
な
い
。
こ 

の
様
な
活
動
の
空
白
期
は
、
『新
勅
撰
集
』
に
、
「
み
や
こ
を
は
な
れ
て
、
 

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ま
う
で
め
ぐ
り
侍
り
け
る
こ
ろ
」
と
の
詞
書
が
見
え
る 

(
五
三
一
、
ニ
)
こ
と
と
も
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

本
歌
合
の
作
者 

と
さ
れ
た
の
は
如
何
な
る
理
由
で
あ
ろ
う
か
。

前
掲
の
表
と
は
別
に
、

A
〜

D
の
歌
合
に
参
加
し
た
女
房
歌
人
を
整
理 

し
て
み
る
と
、
次
の
様
に
な
る
。

A
少

将

•
下

野

•
俊
成
女 

B
少

将

•
下

野

■
但

馬

.
俊
成
女



C
少

将

.
下

野

•
但

馬

•
典
侍 

D
少

将

.
下

野

.
但

馬

.
典
侍

こ
こ
に
重
複
し
て
名
が
上
が
る
五
人
が
、
貞
永
元
年
時
の
主
要
女
性
歌
人 

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
本
歌
合
に
は
、

B
C
D
に 

出
詠
し
、
『
洞
院
摂
政
家
百
首
』

で
も
作
者
に
選
ば
れ
た
、
中
宮
但
馬 

(源
家
長
女
)
の
み
が
不
参
加
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
但
馬 

に
変
わ
る
存
在
と
し
て
、
歌
壇
か
ら
引
退
し
た
観
の
あ
る
、
や
や
高
齢
の 

高
倉
の
出
詠
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
歌
歴
を
尊 

重
さ
れ
て
定
家
と
番
え
ら
れ
た
も

の

と

考
え
ら
れ
よ
う
。

実
持

閑
院
流
、
従
二
位
権
中
納
言
公
定
の
息
で
、
建

久

九

年

(
一
一
九
八
)
 

に
叙
爵
し
、
正
二
位
権
大
納
言
に
至
り
、
建

長

八

年

(
一
二
五
六
)
五
月 

八
日
に
薨
じ
て
い
る
。
時
に
従
四
位
上
左
中
将
兼
(公

f
任
)。 

寛
喜
ニ
年
五
月
二
十
五
日
の
道
家
の
吉
田
泉
殿
行
に
共
し
た
少
人
数
に
加 

わ

っ

て

お

り

(明
月
記
)
、
親
季
と
同
様
に
道
家
に
近
侍
し
て
い
た
も

の
 

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
実
持
は
、
同
年
四
月
十
四
日
に
「
実
経
」
か
ら
改
名 

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
貞

応

ニ

年

(
一
二
二
三
)
生
れ
で
貞
永
元
年
に 

元
服
し
た
道
家
四
男
が
、
実
経
と
命
名
さ
れ
て
い
る
こ

と

と

無
関
係
で
は 

あ
る
ま
い
。
こ
の
こ

と

も
、
実
持
と
九
条
家
の
近
し
さ
の
傍
証
に
な

ろ

う

、O

他
に
目
立
っ
た
和
歌
活
動
も
確
認
で
き
な
い
の
で
、
道
家
と
の
関
係
の 

み
に
よ
っ
て
作
者
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
も 

ま
た
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
.家
隆
と
番
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ 

る
。
確
か
に
実
持
は
、
公
卿
が
三
人
し
か
い
な
い
本
歌
合
に
あ
っ
て
は
、
 

比
較
的
高
位
の
者
で
は
あ
る
が
、
定
家
に
高
會
が
配
さ
れ
た
の
と
比
べ
て 

も
、
家
隆
に
は
物
足
り
な
い
相
手
で
あ
ろ
ぅ
。
た
だ
し
、
そ
の
成
績
を
見 

る
と
、
勝
負
持
が
各
一
で
全
く
の
五
分
で
あ
る
の
は
、
家
隆
も
不
甲
斐
な 

い
。
ま
た
そ
の
歌
と
判
詞
を
み
る
と
、
三
番
は
左
右
共
に
高
い
評
価
を
受 

け
て
の
持
で
あ
り
、
負
け
た
十
四
番
で
も
、
「
月
の
し
か
ら
み
め
つ
ら
し 

く
お
か
し
き
よ
し
」
と
参
加
者
に
評
さ
れ
、
二
十
五
番
も
、
左

が

「抜
群
」 

と
誉
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
「
こ
よ
ひ
は
た
ゆ
め
す
ま
の
関
守
、
猶
可
勝
之 

由
被
仰
」
と
道
家
に
評
価
さ
れ
て
勝
と
な
っ
て
い
る
よ
ぅ
に
、
和
歌
素
人 

の
作
と
は
思
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

実
は
、
三
番
右
歌
は
後
述
の
様
に
『
新
勅
撰
集
』

に
入
集
し
て
お
り 

(
一
三
ニ
ニ
)
、
そ
こ
で
の
作
者
は
「内
大
臣
」
即
ち
西
園
寺
実
氏
に
な
っ 

て
い
る
の
で
あ
る
。
同
集
に
お
い
て
作
者
の
異
同
は
認
め
ら
れ
ず
、
本
歌 

合
の
判
者
で
も
あ
っ
た
定
家
が
単
純
な
誤
り
を
犯
し
た
と
も
考
え
が
た
い
。 

歌
合
の
作
者
表
記
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、

一
応
身
分
を
意
識
し
た
番



と
歌
人
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
位
置
に
当
時
正
二
位
内
大
臣
兼
右
大 

将
で
あ
っ
た
実
氏
が
配
さ
れ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。

と
な
れ
ば
、
例
え
ば
、
同
月
に
行
わ
れ
た
『光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』
 

に
お
い
て
、
道
家
と
息
教
実
が
、
各

々

「春
宮
権
大
夫
良
実
」
と

「忠
俊
」 

と
の
実
在
の
人
物
の
名
を
借
り
た
作
名
を
用
い
て
い
た
様
に
、
こ
の

「実 

持
」
も
実
氏
の
作
名
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
氏
は 

先
の
A

B

C

Dに
は
出
詠
が
確
認
で
き
な
い
が
、
E
百
首
の
作
者
と
な
っ 

た
他
、
貞
永
元
年
六
月
二
十
五
日
の
中
宮
初
度
歌
会
、
あ
る
い
は
寛
喜
ニ 

年
八
月
三
日
の
道
家
家
連
歌
会
に
も
連
な
っ
て
お
り
、
参
加
し
て
も
不
思 

議
で
は
な
い
人
物
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
作
名
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
の
か
、
そ
の
理
由
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
道
家
息
の
関
白
教
実 

も
参
加
し
な
い
、
内
輪
な
印
象
が
強

く

公
卿
も
少
な
い
催
し
で
あ
る
こ
と 

を
、
道
家
の
側
で
遠
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
別
格
な
存
在
で 

あ
る
こ
と
を
示
す
作
名
を
、
し
か
も
道
家
に
近
し
い
実
在
人
物
の
名
を
借 

り
て
付
け
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
謎
の
多
い
問
題
で
あ
り
、
今
後
更
な 

る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

資
季

道
綱
流
、
従
三
位
左
中
将
資
家
の
息
で
、
正
二
位
権
大
納
言
に
至
り
、
 

正
応
ニ
年
(
一
二
八
九
)
に
八
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。
時
に
正
四
位
下

左
中
将
兼
備
中
介
(公
卿
補
任
)。
寛
喜
三
年
(
ニ
ー
三
一
)
九
月
七
日 

の
道
家
の
宇
治
行
に
共
を
し
た
少
人
数
の
内
に
そ
の
名
が
見
え
て
お
り 

(明
月
記
)
、
有
長
等
と
共
に
道
家
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま 

た
年
次
不
明
だ
が
、
『続
後
拾
遺
集
』
に
は
、
「光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
、
 

長
谷
寺
に
ま
う
で
て
三
十
三
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時
」
と
の
詞
書
が
あ
る 

詠
も
あ
り
(八
〇

g

)、
文
事
で
の
繫
が
り
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
年
ニ 

十
六
歳
で
、
確
認
で
き
る
最
初
の
和
歌
活
動
が
C

で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て 

も
、
勅
撰
集
撰
集
に
伴
う
歌
壇
の
活
発
化
も
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
本
格
的 

に
詠
み
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
後

年

『宝
治
百
首
』
の
作
者
に
も
加
わ
り
、
 

後
嵯
峨
院
歌
壇
の
主
要
構
成
員
に
な
っ
て
い
る
。

前
出
の
如
く
、
有
長
の
息
で
建
長
頃
に
没
し
た
。
時
に
五
位
但
馬
守 

(民
経
記
七
月
十
一
日
条
)。
寛
喜
ニ
年
七
月
二
十
四
日
•
八
月
三
日
の
道 

家
家
連
歌
会
に
参
加
し
、
殊
に
後
者
で
は
、
前
日
に
兼
康
が
書
状
で
参
加 

の
命
を
伝
え
て
お

り

(以
上
明
月
記
)、
奉
行
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
父 

同
様
、
道
家
の
側
近
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
建
保
五
年
(
ニ
ニ 

七
)
十
月
十
九
日
の
内
裏
歌
合
の
作
者
「蔵
人
大
学
権
助
源
朝
臣
兼
康
」 

は
、
醍
醐
源
氏
が
代
々
六
位
蔵
人
を
勤
め
る
家
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て 

も
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
歌
合
は
、
順
徳
天
皇
が
判



者
と
な
つ
た
、
為
家
や
知
家
等
の
若
年
歌
人
や
身
分
の
低
い
近
習
ば
か
り 

を
作
者
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
と
も
か
く
も
、
C

に
続
い
て
本
歌
合
の 

作
者
と
な
つ
た
の
も
、
道
家
と
の
関
係
故
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
歌
合
参
加
者
の
内
、
貞
永
元
年
時
の
活
動
が
あ
ま
り
顕
著
で 

は
な
い
七
人
を
中
心
に
、
作
者
に
選
ば
れ
た
理
由
を
検
討
し
て
み
た
。
そ 

の
殆
ど
が
歌
人
と
し
て
の
実
力
と
い
う
よ
り
、
道
家
の
主
従
関
係
に
拠
る 

も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
様 

な
歌
人
が
少
な
か
ら
ず
加
わ
つ
て
い
る
こ
と
に
、
本
歌
合
が
九
条
家
の
盛 

儀
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
は
可
能
で
あ 

ろ
う
。

ま
た
本
歌
合
の
作
者
を
見
渡
し
て
気
付
か
さ
れ
る
の
は
、
親
子
揃
つ
て 

の
参
加
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
定
家

と

為

家

.
民
部
卿
典
侍
、
 

家
隆
と
隆
祐
、
信
実
と
少
将
、
家
長
と
家
清
、
有
長
と
兼
康
の
五
組
が
確 

認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
も
、
九
条
家
の
家
司
を
始
め
縁
の
深
い
家
柄
の
歌 

人
が
集
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
自
然
な
結
果
で
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
 

道
家
は
前
年
七
月
に
教
実
に
関
白
を
譲
っ
て
お
り
、
歌
壇
的
に
も
世
代
交 

代
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

エ
結
番
方
法
と
判
者

本
歌
合
は
、
固
定
し
た
結
番
相
手
と
順
序
を
三
度
繰
り
替
え
す
形
式
を 

と
つ
て
い
る
。
ま

た

そ
の
番
い
方
も
、
身
分
と
歌
人
と
し
て
の
力
量
を
配 

慮
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
女

房

(道
家
)
と
女
房
歌
人
中
の
最 

高
位
者
に
し
て
定
家
の
娘
で
も
あ
る
民
部
卿
典
侍
、
定
家
と
歌
歴
の
古
い 

高
倉
か
ら
始
ま
り
、
俊
成
卿
女
と
為
家
で
締
め
る
と
い
、っ
枠
組
み
を
考
え 

て
良
い
で
あ
ろ
う
。
実
持
が
実
氏
の
作
名
で
あ
る
の
か
ど
う
か
の
問
題
は 

残
る
が
、
新
規
さ
や
変
則
性
の
な
い
、
穏
当
な
結
番
方
法
で
あ
る
と
言
え 

ょ

う

。

判
者
に
関
し
て
は
、
作
者
一
覧
に
続
い
て
「
判

者

権

中

納

言

定

家

」 

と
あ
る
。
こ
の
参
加
の
顔
触
れ
な
ど
か
ら
し
て
も
順
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ 

う
。
た
だ
し
、
彰

考

館

文

庫

蔵

『歌
合
目
録
次
第
不
同
』

(
已
一
三
)

で 

は
、
引
用
さ
れ
た
第
一
首
目
と
末
尾
の
一
首
な
ど
か
ら
し
て
、
本
歌
合
で 

あ
る
こ
と
が
疑
い
な
い
「
哥
合
」
(右

肩

に

「前
関
白
」

と
朱
書
あ
り
)
 

が
立
項
さ
れ
、
続

い

て

「
判
I

儀
t

と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同 

じ
目
録
で
も
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
『歌
合
目
録
』
に
は 

「名

所

月

歌

合

5

?
+ %
£ ¥
日

判

定

家

卿

」
と
あ
る
も
の
も
あ
る
の
だ
が
、
 

「
衆
議
」
説
は
何
を
根
拠
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

判
詞
を
読
め
ば
、

一

番

「各
一
同
申
」
、
「
ょ
し
右
方
申
」
、

三

番

「
之



由
各
申
」
、
四

番

「右
方
申
云
」
、
「
可
勝
之
由
被
定
」
、
五

番

「
ょ
し
満
座 

褒
美
」
、
六

番

「
と
申
人
々
侍
て
右
勝
と
さ
た
め
ら
る
」

等
々
の
文
言
が 

次
々
に
現
れ
て
、
本
歌
合
が
左
右
に
分
か
れ
て
難
陳
を
行
う
衆
議
判
で
あ 

り
、
そ
の
判
詞
執
筆
を
定
家
が
行
っ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
『歌
合
目
録
次
第
不
同
』
は
歌
合
の
記
事
を
無
視
し 

て
、
独

自

の

見

解

で

「
衆
議
」
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
後
述
の 

様
に
、
本
歌
合
に
は
作
者
一
覧
を
有
さ
な
い
伝
本
も
存
在
し
、
ま
た
そ
の 

形
が
本
来
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
目
録
も
、
 

そ
う
し
た
伝
本
に
接
し
て
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
年
七
月
に
披
講
さ
れ
た
ら
し
い
『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』

も

、
 

「
判

者

権

中

納

言

定

家

」
と
同
様
に
あ
る
も
の
の
、

一
番
判
詞
の
最
初 

に

「左
右
各
可
申
所
存
之
旨
被
仰
」
と
あ
り
、
道
家
が
参
加
者
達
に
活
発 

な

発
言
を
求
め
た
こ

と

が

判
る
。
そ
の
他
の
判
詞
を
見
渡
し
て
も
、
二
十 

三

番

「定
家
申
云
」
、
「
右
可
勝
之
旨
被
仰
」
、
四

十

八

番

「
秀
逸
之
由
依 

.仰
為
勝
」
、
九

十

番

「
可
為
右
勝
之
旨
被
仰
」
等
の
記
述
や
、
「行
能
申
云
」 

(
三

十

七

•
百
四
番
)
等
と
あ
る
の
も
見
え
、
道
家
が
主
導
し
た
衆
議
判 

と

し

て

の

要
素
が
強
か
っ
た
こ

と

が

確
認
で
き

る

の
で
あ
る
。

ま
た
七
月
十
一
日
の
同
家
歌
合
で
も
、
『
民
経
記
』

に

「
京
極
納
言
於 

当
座
可
付
勝
負
云
々
」
、
「
哥
合
之
時
、
各
不
審
事
等
可
有
御
尋
、
歌
仙
等

可
弁
申
云
々
」
等
と
見
え
て
お
り
、
定
家
を
判
者
と
し
な
が
ら
も
、
道
家 

が
歌
人
に
尋
問
す
る
よ
う
な
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。

本
歌
合
に
も
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
十

二

番

「
持
之
由
被
仰
」
、
 

十

三

番

「
之
由
お
ほ
せ
ら
る
」
等
と
あ
る
の
が
認
め
ら
れ
、

『
光
明
峰
寺 

摂
政
家
歌
合
』
と
同
様
な
、
定
家
が
道
家
に
配
慮
し
な
が
ら
参
加
者
の
意 

見
を
捌
い
た
、
衆
議
的
要
素
の
強
い
歌
合
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の 

で
あ
る
。

難
陳
と
言
え
ば
、
や
は
り
道
家
の
父
良
経
が
催
し
た
『
六
百
番
歌
合
』 

の
印
象
が
強
い
が
、
道
家
も
そ
う
し
た
先
例
を
意
識
し
て
い
た
も
の
で
あ 

ろ
う
。
ま
た
そ
う
し
た
難
陳
や
衆
議
は
歌
人
の
研
鑽
の
場
で
も
あ
る
。
そ 

の

よ

う

な
歌
合
を
連
続
し
て
催
し
て
い

る

と

い
う
こ
と
は
、
や
は
り
質
の 

高
い
自
家
歌
壇
を
形
成
し
よ

う

と

す

る
道
家
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る 

の
で
あ
る
。

ォ
呼
称

本
歌
合
の
内
題
は
、
調
査
し
た
二
十
四
本
の
内
数
本
を
除
い
て
、

「
謌 

合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」

(歌
の
字
体
は
不
問
)
で

安
定
し
て
い
る
。

例
外 

と
な
る
の
は
、
内
題
を
有
さ
な
い
東
海
大
学
桃
園
文
庫
本
と
、

「
貞
永
元 

八
月
十
五
夜
歌
合
」
と
の
内
題
を
有
す
る
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
の
ニ
本
、
 

そ

し

て

「貞

応

元

八

月

十

五

夜

判

定

家

」
と
す
る
東
京
大
学
図
書
館
の



抄
出
本
で
あ
る
。
従
っ
て
、
内
題
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
言
え
ば
、
最
初 

の
呼
称
に
従
っ
て
問
題
は
な
い
と
い
え
る
の
だ
が
、
外
題
そ
の
他
に
目
を 

向
け
る
と
、
そ
の
他
様
々
な
呼
称
が
確
認
で
き

る

の
で
、
本
歌
合
の
流
布 

や
評
価
を
考
え
る
為
に
も
、
そ
れ
ら
の
呼
称
を
総
合
的
に
確
認
し
て
お
き 

た
ぃ
。

外
題
が
後
天
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い 

が
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
本
が
書
写
さ
れ
た
り
、
外
題
が
付
さ
れ
た
り
し
た 

時
代
の
認
識
を
窺
う
資
料
と
も
な
り
う
る
。
「
歌
合
」

の
文
字
が
開
催
期 

日
の
前
に

付
く
か
後
に

付
く
か
は
不
問
と

し
て
、
注
意
さ
れ
る
外
題
の
一 

つ
は
、
永

青

文

庫

本

の

「貞
永
哥
合
」

で
あ
る
。
先
に
確
認
し
た
様
に
、
 

道
家
の
主
催
に
限
っ
て
も
貞
永
元
年
中
の
歌
合
は
複
数
回
が
確
認
で
き
る 

の
で
あ
る
が
、
こ
の
呼
称
に
は
そ
の
こ
と
に
対
す
る
配
慮
が
感
じ
ら
れ
ず
、
 

や
や
ぞ
ん
ざ
い
な
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
は
、
同
年
中
の
歌
合
で
現
存
す 

る
も
の
が
二
つ
の
み
で
あ
り
、
残

る

一

つ

が

「光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
」 

と
の
定
着
し
た
名
称
を

有
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
だ
け
、
本
歌
合
の
方
が
影
が
薄
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
書 

陵

部鹰

司

本

は

「貞
永
元
年
歌
合
」
と
あ
る
が
、
こ

れ

な

ど

は

「
元
年
」 

と
あ
る
だ
け
丁
寧
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
呼
称
に
対
し
、
高

山

郷
土
館
本
の
「
月
謌
合
」
、
神
宮
文
庫

本

の

「名
所
月
歌
合
」
、
蓬

左

文

庫

本

の

「名
所
の
月
哥
合
」
、
東
大
図
書 

館

本

の

「名
月
哥
合
」
等
の
外
題
は
、
歌
題
か
ら
識
別
し
よ
う
と
の
意
図 

が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

た
だ
こ
れ
ら
の
何
れ
に
も
、
主
催
者
の
明
示
が
な
い
こ
と
は
注
意
し
て 

お
き
た
い
。
作

者

「女
房
」
が
特
定
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
を
外
題
に
反 

映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
故
に
、
 

主
催
者
に
つ
い
て
か
な
り
近
時
ま
で
誤
認
が
あ
つ
た
こ
と
、
本
稿
の
冒
頭 

で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
歌
合
目
録
の
類
で
は
、
彰

考

館

文

庫

『歌
合
目
録
』
に

は

「哥
合

貞

永

元

年

八

月

十

五

夜

」
、

同

じ

く

『
歌

合

目

録

次

第

不

同

』

に

は

「
哥
 

合
」
と
の
み
あ
る
が
、
共

に

「前

関

白

(家

)」
と
の
注
記
が
あ
る
。
ま 

た

、

高

松

宮

旧

蔵

の

『
歌

合

目

録

』

に

は

「
名

所

月

歌

合

5
^

+7£
碑

日

」

と 

あ
り
、
神
宮
蓬
左
両
本
と
の
関
係
が
気
に
な
る
と

こ

ろ

で

あ
る
。

勅
撰
集
に
目
を
転
ず
る
と
、
本
歌
合
の
歌
は
、
『新
勅
撰
集
』

の

「
前 

関
白
家
歌
合
」
、
『続
後
撰
集
』

の

「
入

道

前

摂

政

家

(
八
月
十
五
夜
)
歌 

合
」
、
『
続
古
今
集
』

の

「
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
家
歌
合
」
、
『S

遺
集J

 

の

「
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
家
(
の
)
八
月
十
五
夜
歌
合
」
、
『
玉
葉
集
』 

の

「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
家
に
歌
合
し
侍
り
け
る

」

等

と

い
う
形
で
撰 

入
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
も
書
名
と
い
、っ
も
の
で
は
な
い
が
、
新
勅
撰
や
続



古
今
の
例
な
ど
、
歌
題
が
明
記
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
同
年
七
月
の
十
首 

歌
合
と
混
同
し
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

私
撰
集
類
で
も
ほ
ぼ
同
様
な
傾
向
だ
が
、
や
や
注
意
さ
れ
る
の
が
『夫 

木
抄
』

の
集
付
で
あ
り
、
こ

こ

に

は

「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
名
所
三
首 

歌
合
」
(
五
一
六
六
、
五
三
八
五
)
、
「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
仙
洞
御
会
」 

(九
ニ
七
ニ
)
等
と
さ
れ
て
い
る
。
後
者
が
誤
り
で
あ
る
の
は
先
述
の
通 

り
だ
が
、
前
者
は
識
別
に
便
な
書
名
(作
品
名
)
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る 

様
子
も
判
る
。
も
っ
と
も
同
集
に
は
、
「
同
元
年
八
月
三
百
t

合
」
(
四
九 

四
五
)
と
の
呼
称
も
見
え
、
誤
例
を
含
め
て
、
決
し
て
定
着
し
た
名
称
で 

は
な
か
つ
た
こ

と

が

判
る
。

そ
も
そ
も
明
確
な
書
名
と
い
う
も
の
を
持
た
な
い
歌
合
に
あ
っ
て
、
特 

定
の
名
称
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
評
価
や
受
容
の
低
さ
を
象
徴
す 

る
と
も
い
え
る
。
本
歌
合
に
関
し
て
も
、
「名
所
月
歌
合
」

の
呼
称
に
や 

や
差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
傾
向
は
見
え
る
が
、
定
着
す
る
ま
で
に
至
ら 

な
か
っ
た
こ
と
に
、
本
歌
合
の
受
容
の
程
度
が
窺
わ
れ
る
よ
う
だ
。

力 

評
価

本
歌
合
は
、
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
研
究
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
 

従
っ
て
評
言
と
い
う
も
の
も
殆
ど
な
い
。
そ
の
こ
と
自
体
が
本
歌
合
に
対 

す
る
評
価
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
そ
の
僅
か

な
言
及
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『群
書
一
覧
』
(
昭

35
)
で
峯
岸
義
秋
氏
は
、
「
判
者
定
家
は
く
わ
し
い 

判
詞
を
記
し
て
い
る
。
…
定
家
の
晩
年
の
歌
論
の
具
体
的
な
在
り
方
を
知 

る
上
に
大
切
な
資
料
た
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
、

『
和
歌
大
辞 

典
』
(明
治
書
院
、
昭

61
)
で
は
、
細

谷

直

樹

氏

が

「
判
は
力
の
こ
も
つ 

た
も
の
で
、

一
七
番
左
「
久
方
の
月
の
桂
の
秋
風
に
雲
も
か
か
ら
ぬ
天
の 

香
具
山
」
が
秀
逸
と
称
美
さ
れ
、
二

四

番

に

「
入
ニ
ー
幽
玄
之
境
」

の
判 

詞
が
見
え
る
な
ど
、
晚
年
の
定
家
の
歌
観
を
う
か
が
う
好
資
料
で
あ
る
」 

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
専
ら
記
述
は
定
家
判
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
は 

致
し
方
な
い
こ
と
と
し
て
も
、
本
歌
合
に
限
ら
ず
、
『
光
明
峰
寺
摂
政
家 

歌
合
』
も
含
め
て
、
そ
の
判
詞
か
ら
定
家
の
考
え
を
読
み
取
る
の
に
は
慎 

重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
事
情
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ 

う
。
む
し
ろ
、
道
家
の
関
与
の
在
り
方
や
意
見
の
内
容
に
も
注
意
を
向
け 

る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

現
在
の
評
価
は
以
上
の
よ
う
に
、
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
が
、
中 

世
期
に
お
け
る
評
価
は
か
な
り
高
い
よ
、っ
で
あ
る
。
本
歌
合
の
六
十
六
首 

の
内
、
五
つ
の
勅
撰
集
に
十
二
首
が
撰
入
さ
れ
て
お
り
、
特

に

『新
勅
撰 

集
』
と

『続
後
撰
集
』

の
両
集
に
は
各
四
首
が
入
集
す
る
。
比
較
的
小
規 

模
で
し

か

も

有
力
歌
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
総
て
同

題
歌
で
多
様
性
も
な



い
催
し
と
し
て
は
、
十
分
評
価
に
値
す
る
数
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
は
、
 

『続
古
今
集
』

一
首
、
『続
拾
遺
集
』

ニ
首
、
『
玉
葉
集
』

一
首
で
あ
る
。

ま
た
後
述
す
る
ょ
う
に
、
道
家
の
子
孫
一
条
兼
良
が
催
し
た
嘉
吉
三
年 

ニ

四

四

三

)
の

『摂
政
家
歌
合
』

で
も
、
判
詞
中
に
本
歌
合
の
歌
が
引 

用
さ
れ
た
り
、
判
詞
中
の
文
言
が
先
例
と
し

て

尊
重
さ
れ
た
り
も

し

て

お
 

り
と
、
そ
の
存
在
が
重
ん
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

近
世
期
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
未
だ
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
の 

だ
が
、
次
節
で
も
確
認
す
る

ょ

う

に
、
少
な
か
ら
ぬ
伝
本
が
書
写
さ
れ
て 

い
る
事
実
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

三
本
文
系
統

前
稿
に
お
い
て
、
管
見
に
入
っ
た
二
十
四
本
(
二
種
の
版
本
は
各
々
一 

本
と
数
え
る
)
に
つ
い
て
、

一
応
の
系
統
分
類
を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
改 

め
て
そ
の
分
類
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

先
ず
分
類
と
各
伝
本
の
略
称
の
一
覧
を
以
下
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。
猶
、
 

そ
の
後
の
検
討
で
、
青
山
文
庫
本
を
第
二
類
中
で
独
立
さ
せ
る
の
は
、
あ 

ま
り
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
に
至
つ
た
の
で
、
本
稿
の
一
覧
で
は
訂
正 

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
御
注
意
い
た
だ
き
た
い
。

第
I

類 

第
一
種

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
(
一
三
•
五
六
)
本

.

.

.

.
「尊
」

明
治
大
学
中
央
図
書
館
蔵
(
ニ
〇

一
.
一
八
七
)
本
.
.
.
「明
」

慶
應
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(
J
L 

.
ニ
A

.
一
 

〇
八
七
)
本

.

.

.

.

.

.

r

慶
」

第
二
種

久
保
田
淳
氏
蔵
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
「久
」

高
城
功
夫
氏
蔵
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
「
城
」

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵

(
已

一

三

.
〇
七
二
七
〇
)
本

.

.

.

.

.

.

.

「彰
」

高

山

郷

土

館

蔵

(
和

歌

部

•
四
五
)
本

.

.

.

.

.

.

.

.

「高
」

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
(酉

.
三
四
七
)
本

.

.

.

.
「
三
」

山
口
県
立
図
書
館
蔵
(今
井
似
閑
本
一
二
九
)
本

.

.

.

.
「
山
」

宮
内

庁

書

陵

部

蔵

(
五
〇

一
•
五
九
六
)
本

.

.

.

.

.

.

「
御
」

宮
内

庁

書

陵

部

蔵

(
五
〇

一
•
五
九
七
)
本

.

.

.

.

.

.

「書
」

第
n

類 

第
一
種

東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
(桃

.
三
ー
ニ
ー
四
)
本
；

「桃
」



第
二
種

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵

(
一
〇
七

.
三

六

.
七
)
本
.
.
.
.
.
.
.
.

「永
」

神
宮
文
庫
蔵
(三

•
一
 

〇
五
六
)
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.

「神
」

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
(六
一
二
一
六
)
本
.
.
.
.
.
.
「蓬
」

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
ニ
六
六
.
三
四
九
)
本
.
.
.
.
.
.
「鹰

」

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
(
ニ
ニ
八
•
七
七
)
本
.
.
.
.
「島
」

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
ニ
〇 

一
•
一
八
七
)
本
…
…

「内
」

篠
山
市
青
山
文
庫
蔵
(
ニ
三
四
)
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.

「青
」

第
三
種

歌
合
部
類
所
収
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
「部
」

群
書
類
従
卷
百
九
十
八
所
収
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

「群
」

第
四
種

祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
蔵
(六

•
ニ
ー
ニ
.
ニ
五
〇
)
本
…
…

r
祐
」
 

祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
蔵
(六

•
ニ
—

ニ

.
二
八
五
)
本
…
…

「中
」
 

抄
出
本東

京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(
E
三

一

.
一
六
四
ニ
)
抄
出
本
.
.
.
.
.
「東
」

前
稿
で
も
述
べ
た
よ
ぅ
に
、
こ
の
少
な
か
ら
ぬ
伝
本
は
基
本
的
に
同
一 

系
統
で
あ
る
が
、
多
く
の
小
さ
な
異
同
に
よ
り
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
す 

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『新
編
国
歌
大
観
』

の
佐 

藤
恒
雄
氏
解
説
で
、
「す
べ
て
内
題
を
「歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
と 

す
る
点
で
一
致
し
、
元
来
一
系
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
本
文
細
部
の 

特
徴
に
留
意
す
る
と
、
ニ
類
に
分
か
た
れ
る
」
と
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
通 

り
で
あ
る
。
先
に
も
確
認
し
た
よ
ぅ
に
、
内
題
に
も
問
題
の
あ
る
伝
本
は 

若
干
存
す
る
も
の
の
、

一
系
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
ま
た
佐
藤
氏
は
、
 

「第
一
類
は
、
内
題
の
次
の
題
が
「名
所
月
」
と
あ
り
、
そ

の

次

が

「
作 

者
」
と
な
っ
て
い
る
系
統
の
も
の
、
第
二
類
は
、
そ
の
部
分
が
「名
所
月 

三
首
」
「歌
人
」
と
な
っ
て
い
る
系
統
の
本
で
、
本
文
細
部
に
も
若
干
の 

異
同
が
あ
る
」
と
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
「
三
首
」

の
有
無
に
は
拘
ら 

な
い
方
が
よ
い
が
、
こ

の

「作
者
」
「歌
人
」
に
よ
る
分
類
は
、
簡
便
で 

有
効
な
見
分
け
方
で
あ
り
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
諸
本
に
つ
い
て
も
、
内 

題
以
下
作
者
一
覧
ま
で
を
有
し
な
い
一
本
を
除
い
た
、
二
十
ニ
本
で
当
て 

嵌
ま
っ
た
(抄
出
本
は
取
り
敢
え
ず
除
外
し
て
お
く
)。

そ
の
例
外
的
な
一
本
と
は
、
桃
本
で
あ
る
が
、
同
本
も
本
文
の
特
徴
か 

ら
、
大
観
の
一
類
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
な 

分
類
の
指
標
を
見
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
校
本
中
か
ら
、
簡
便
に
確
認
で



き
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
差
異
を
示
す
箇
所
を
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
四
番 

左
歌
第
四
句
と
十
一
番
左
歌
の
初
句
が
適
当
で
あ
ろ
ぅ
。
7
番
歌
第
四
句 

が

「
ひ
る
に
か
は
れ
は
」
と
あ
る
の
が
ー
類
で
、
「
…
か
は
る
は
」
と
あ 

る
の
が
ニ
類
で
あ
り
、
21
番
歌
初
句
「
万
代
も
」
と
あ
る
の
が
ー
類
で
、
 

「
万
代
と
」
と
あ
る
の
が
ニ
類
で
あ
る
。

本
稿
で
は
新
編
大
観
と
底
本
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、
大
観
の
一
類
は 

第

n
類
と
な
り
、
ニ
類
が
第

I
類
と
な
る
。
以
下
こ
の
分
類
に
従
っ
て
述 

ベ
て
い
く
の
で
、
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
そ
の
理
由
も
後
述
し
た
い
。

さ
て
、
先
に
上
げ
た
の
は
あ
く
ま
で
も
、
簡
便
な
識
別
の
た
め
の
指
標 

で
あ
っ
て
、
こ
の
他
に
も
、
こ
の
ニ
系
統
に
存
す
る
異
同
は
少
な
く
な
い
。
 

た
だ
し
そ
の
二
つ
に
大
別
可
能
な
異
同
も
、
主
と
し
て
歌
と
判
詞
中
に 

存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
作
者
や
勝
負
付
の
表
記
に
関
し
て
は
、
こ
の
ニ 

類
の
分
類
が
意
味
を
な
さ
な
い
程
の
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ 

る
。
こ
の
点
こ
そ
が
、
本
歌
合
本
文
の
流
伝
過
程
を
考
察
す
る
上
で
、
重 

要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
と
も
か
く
も
、
尊
か
ら
書
ま
で
の
第

I
類
十
一
本
と
、
桃
か
ら 

中
ま
で
の
第

n
類
十
二
本
が
、
本
文
的
に
纏
ま
っ
て
対
立
し
て
い
る
有
様 

は
、
前
稿
の
校
本
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
各
類
の
内
の
下
位
分 

類
は
如
何
な
る
理
由
に
拠
る
の
か
と
言
え
ば
、
主
と
し
て
末
尾
の
成
績
一

覧
に
関
す
る
異
同
状
況
に
あ
る
。

第

I
類
第
一
種
は
、
底
本
尊
と
同
じ
成
績
一
覧
を
有
す
る
も
の
で
あ

り

、 

第
二
種
は
こ
れ
を
有
さ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま

た

第

n
類
に
つ
い
て
は
、
 

第
一
種
は
冒
頭
の
内
題
や
作
者
一
覧
と
末
尾
の
成
績
一
覧
を
有
さ
な
い
も 

の
、
第
二
種
は
成
績
一
覧
を
有
さ
な
い
も
の
、
第
三
種
•
第
四
種
は
各
 々

独
自
な
成
績
一
覧
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
も
ぅ
少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た

N
4 

0

V

第

I
類
第
一
種
の
三
本
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
り
、
作
者
表
記
、
各 

番
の
勝
負
付
け
の
有
無
等
の
細
部
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た 

だ
し
第

I
類
中
の
最
古
写
本
で
あ
る
慶
本
が
、
同
筆
で
勅
撰
集
の
集
付
を 

有
す
る
の
に
対
し
、
尊
明
の
ニ
本
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
慶
本
が
他
ニ
本
の 

祖
本
で
は
な
い
も
の
と
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
猶
、
慶
本
を
底
本
と
し
な 

か
っ
た
の
は
、

一
丁
分
の
欠
落
に
拠
る
こ
と
、
前
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ 

る
。第

I
類
第
二
種
の
八
本
(但
し
山
は
三
の
、
書
は
御
の
転
写
本
で
あ

る
 

の
で
実
質
六
本
)
は
、
例
え
ば
、
二
十
二
番
左
歌
初
句
「花
の
え
に
」
が
、
 

「花
の
、
に
」
と
あ

る

も
の
が
、
久
城
彰
高
の
四
本
の
み
で
、
第
二
句 

「露
の
や

と

か
る
」
が
、
「露
の
や

と

り
か
」
と

あ

る
も
の
が
、
三
山
御
書



の
み
で
あ
る
こ
と
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
四
本
づ
つ
が
近 

い
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
前
の
四
本
は
、
久
城
と
彰
高
が 

よ
り
近
し
い
の
だ
が
、
城
に
勝
負
付
け
が
無
か
っ
た
り
、
久
に
作
者
の
小 

字
注
記
が
無
か
っ
た
り
と
い
っ
た
、
細
部
の
異
同
は
少
な
く
な
い
し
、
ま 

た
彰
と
高
も
各
々
独
自
な
異
文
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
三
と 

御
も
一
致
し
な
い
箇
所
も
多
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
三
と
山
、
御
と
書
の
様 

な
直
接
的
な
転
写
関
係
は
認
め
が
た
い
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら 

こ
れ
だ
け
の
本
数
を
数
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
近
世
期
に
お
い
て
は
、
 

こ
の
第
二
種
が
第

I
類
の
流
布
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

本
歌
合
の
諸
伝
本
の
内
、
最
も
特
異
な
伝
本
が
、
第

n
類
第
一
種
と
し 

た
桃
本
で
あ
る
。
あ
る
い
は
鎌
會
末
に
も
遡
り
う
る
か
と
思
わ
れ
る
諸
伝 

本
中
の
最
古
写
本
で
あ
り
、
内
題
や
各
種
一
覧
、
作
者
の
小
字
注
記
等
も 

な
く
、
極
め
て
単
純
な
形
態
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
総
て
の
伝 

本
の
祖
本
か
と
も
期
待
さ
れ
る
の
だ
が
、
語
句
の
欠
落
や
独
自
異
文
が
目 

立
っ
て
お
り
、
第

n
類
本
の
祖
本
と
も
な
り
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
内
題
や
作
者
一
覧
、
成
績
一
覧
が
幾
種
類
も
存
在
す
る 

こ
と
か
ら
み
て
、
現
存
本
の
祖
本
も
形
態
的
に
は
、
こ
の
桃
本
と
同
様
で 

あ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
桃
本
自
体
は
、
作
者
名
の
有 

長
を
有
家
に
、
知
宗
を
知
家
に
誤
る
他
、
六
番
左
歌
第
二
句
「
明
石
の
浦

の
」
の
後
の
「
の
」
を

「
に
」
と
し
、
二
十
一
番
左
歌
第
三
句
「も
と
あ 

ら
の
」
の

「
の
」
を

「
は
」
と
し
、
二
十
七
番
左
歌
第
二
句
「露
を
か
さ 

ね
て
」
を

「
つ
き
を
…
」
と
す
る
等
、
意
味
を
解
し
難
い
独
自
異
文
も
存 

し
て
お
り
、
良
質
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
書
き
誤
り
の 

多
い
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
理
由
は
不
明
だ
が
、
途
中
で 

一
丁
分
を
重 

複
し
て
写
し
て
い
る
の
も
、
書
写
者
の
資
質
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ 

ぅ
か
。

第

n
類
第
二
種
は
、
新
大
観
の
底
本
と
な
っ
た
永
本
以
下
の
七
本
で
あ 

る
。
こ
の
中
で
最
も
異
端
的
な
存
在
は
、
実
は
永
本
で
あ
る
。
例
え
ば
、
 

二
番
左
歌
第
四
句
「空
行
月
も
」
を
、
第

n
類

は

「
…
月
の
」
と
す
る
の 

だ
が
、
永
本
の
み
第

I
類
と
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
た
箇
所
が
数
例
確
認
で 

き
る
他
、
二
十
四
番
判
詞
「
こ
と
に
」
を

「
村
」

に
、
三
十
番
左
作
者 

「親
季
朝
臣
」
の

「朝
臣
」
を
欠
く
等
、
他
の
六
本
に
の
み
共
通
す
る
異 

文
に
も
加
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
等
、
や
や
孤
立
し
て
お
り
、
第

n
類
中 

で
は
幾
分
第

I
類
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま 

た
青
も
前
稿
で
一
類
と
し
て
独
立
さ
せ
て
い
た
様
に
、
細
か
な
独
自
異
文 

が
目
立
つ
一
本
で
あ
る
。
こ
の
ニ
本
を
除
い
た
五
本
は
近
し
い
本
文
を
有 

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
神
と
蓬
は
歌
や
判
詞
に
関
し
て
は
か
な
り
近
い 

本
文
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彰
本
は
作
者
表
記
「権
中
納



言
定
」
を

「定
家
」
、
「前
宮
内
卿
」
を

「家
隆
」
、
「右
衛
門
督
」
を

「
為 

家
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
分
か
り
や
す
く
改
変
し
て
お
り
、
何
時
の
時
点 

で
の
手
入
れ
か
は
不
明
だ
が
、
嫁
入
本
に
適
し
た
表
記
で
あ

る

と

い

え

よ
 

ぅ
か
。

第

n
類
第
三
種
は
『歌
合
部
類
』
と

『群
書
類
従
』
所
収
本
の
ニ
本
で
、
 

作
者
一
覧
の
や
や
詳
細
な
小
字
注
記
や
、
番
毎
の
勝
敗
が
判
る
成
績
一
覧 

に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
両
本
は
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
の
だ
が
、
異 

な
る
箇
所
も
少
な
い
な
が
ら
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
部
は
六
番
判
詞
の 

末

尾

が

「定
ら
れ
」
と
不
自
然
な
形
で
終
わ
る
の
だ
が
、
群

は

「被
定
」
 

と
そ
の
誤
り
を
受
け
継
い
で
い
な
い
。
ま
た
部
は
十
三
番
右
歌
に
「
こ
よ 

ひ
は
」
と
の
異
本
注
記
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
は
群
は
「
こ
よ
ひ
に
」
と 

の
み
あ
り
、

I
n類
に
共
通
す
る
一
般
的
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
様
に
群
は
部
を
考
訂
あ
る
い
は
校
訂
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
部
本
で
正
し
く
「有
長
」
「知
宗
」
と
あ
る
も
の
ま
で
、
 

「有
家
」
「知
家
」
と
誤
っ
て
訂
し
て
い
る
の
は
勇
み
足
と
い
っ
た
と
こ
ろ 

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
群
本
に
は
、
作
者
一
覧
の
末
尾
の
「以
上
一
本
無
之
」
、
 

成
績
一
覧
の
直
前
の
「以
下
一
本
無
之
」
と
の
校
合
注
記
が
認
め
ら
れ
る
。
 

こ
の
様
な
形
態
を
有
す
る
も
の
は
桃
本
し
か
な
く
、

一
番
左
歌
末
尾
「
ら 

し
」
と
あ
る
こ
と
も
、
「
ら
ん
」
と
す
る
桃
本
の
影
響
を
想
定
で
き
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
部
本
と
の
異
同
は
さ
ほ
ど
に
多
く
は
な

く

、
桃 

本
に
近
い
本
に
よ
り
徹
底
的
な
校
訂
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
様
で 

あ
る
。

ま
た
こ
の
両
本
は
一
致
し
て
、
第

n
類
と
対
立
す
る
第

I
類
の
本
文
を 

有
す
る
箇
所
も
目
立
つ
。
例
え
ば
、
二
番
判
詞
「
哥
の
さ
ま

」

(
あ
き
の 

さ
ま
、
以

下

(
)
内
が
他
の
第

n
類
)
、
九
番
右
歌
「
雲
を
く
る
」

(
雲 

わ
た
る
)
、
同

「湊
に
」
(
み
な
と
も

)
、
十
四
番
右
歌
「あ
ら
は
に
」
(
あ
 

ら
は
と
)
、
二
十
四
番
左
歌
「
な
か
く
」

(
な
か
ら
)
、
二
十
五
番
判
詞 

「猶
」
(な
む
)
、
二
十
七
番
左
歌
「
い
と
ゝ
ま
た
」
(
い
と
ま
た
き
)
と
あ 

る
の
は
第

I
類
に
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
七

番

判

詞

「
み
か
さ
の
山
」 

(
み
か
さ
の
)
、
十
三
番
判
詞
「今
よ
り
の
ち
」
(今
よ
り
も
)
、
三
十
一
番 

判

詞

「景
気
こ
と
に
」
(景
気
)
等
は
、
永
と
共
に
三
本
の
み
第

I
類
に 

一
致
す
る
例
で
あ
る
。
永
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
第

I
類
本
と
の
接
触
を
想
定 

し
て
も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

第

n
類
第
四
種
は
ニ
本
で
あ
る
が
、
中
本
は
祐
本
の
転
写
本
で
あ
る
の 

で
、
実
質
一
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
「作
者
」
と
あ
る
も
の
の
、
内
題
も 

や
や
異
な
り
、
作
者
一
覧
も
左
右
を
上
下
に
配
し
、
番
を
明
確
に
し
た
形 

に
な
つ
て
い
た
り
、
表
の
様
な
成
績
一
覧
を
有
し
て
い
た
り
と
、
第

n
類 

の
写
本
と
し
て
は
か
な
り
特
異
な
形
態
と
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、



歌
や
判
詞
に
は
第

n
類
中
で
問
題
と
な
る
よ
う
な
異
文
は
殆
ど
な
く
、
根 

幹
部
分
に
関
し
て
は
、
第

n
類
本
と
し
て
比
較
的
良
質
な
本
文
を
有
し
て 

い
る
と
言
え
よ
う
か
。
前
稿
に
記
し
た
よ
う
に
、
嘉
吉
ニ
年
(
一
四
四
ニ
)
 

に
没
し
た
細
川
持
之
所
持
本
を
、
弘
治
元
年
(一

五
五
五
)
に
写
し
た
と 

の
本
奧
書
を
有
し
て
い
る
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
と
言
つ
た
と
こ
ろ
で 

あ
ろ
う
か
。

東
本
に
関
し
て
は
、
異
同
の
状
況
よ
り
し
て
第

I
類
本
に
属
す
る
親
本 

よ

り

抄
出
さ
れ
た

こ

と

は
疑
い
な
い
。
種
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
成
績 

一
覧
の
有
無
以
外
に
、
明
確
に
分
類
で
き

る

基
準
を
見
出
せ
な
い
の
で
、
 

本
書
の
親
本
に
そ
れ
が
存
し
た
か
ど
う
か
が
不
明
な
以
上
は
、
判
定
は
難 

し
い
。

先
述
の
様
に
、
作
者
表
記
に
関
す
る
異
同
は
類
や
種
と
は
無
関
係
な
様 

相
を
示
し
て
い
る
。
「権
中
納
言
」
の
後
に
、
小

字

で

「
定
」
と
付
し
た 

り
、
「定
家
」
と
は
っ
き
り
付
記
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
「前
宮
内
卿
」
の 

後

に

「家
隆
」
を
付
す
の
も
付
さ
な
い
の
も
、
そ
の
時
々
の
書
写
者
の
気 

分
で
ど

う

に

で
も
変
更
で
き

る

事
柄
で
あ

る

と

思
わ
れ
る
の
だ
が
、
以
下 

の
様
な
状
況
は
如
何
な
る
理
由
に
よ

る

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
歌
合
で
問
題
と
な
る
作
者
は
、
先
に
確
認
し
た
有
長
と
知
宗
で
あ
る
。

次
に
そ
の
状
況
を
、
成
績
一
覧
を
除
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い(

「
\

」  

は
類
の
区
切
り
を
示
す
)
。

有
長作

者
一
覧

「有
長
朝
臣
」

尊
明
久
城
高
三
山
御
書
\
永
神
蓬鹰

島
部 

「有
家
朝
臣
」

慶
彰\

内
青
群
祐
中 

七
番
左「有

長
」

尊
明
慶
久
城
彰
高
三
山
御
書\

部 

「有
家
」

桃
永
神
蓬鹰

島
内
青
群
祐
中
<
n
の
み
〉

十
八
番
左

「有
長
」

尊
明
慶
久
城
彰
高
三
山
御
書
\
永
神
蓬鹰

島 

「有
家
」

桃
内
青
部
群
祐
中
<
n
の
み
〉

二
十
九
番
左

「有
長
」

尊
明
慶
久
高
三
山
御
書
\
永
神
蓬鹰

島
部 

「有
家
」

城
彰
\
桃
内
青
群
祐
中

知
宗作

者
一
覧

「知
宗
」 

.尊
明
慶
久
城
彰
高
三
山
御
書\

永
神鹰

島
部 

「知
家
」 

蓬
内
青
群
<
n
の
み
〉



「知
家
朝
臣
」
祐

中

<
n
四
の
み
.
祐
に
異
本
注
記
あ
り
〉

十
番
左
.
一
一
十
一
番
左

「知
宗
」 

尊
明
慶
久
城
彰
高
三
山
御
書\

永
神
蓬鹰

島
部 

「知
家
」 

桃
内
青
群
<
n
の
み
〉

「知
家
朝
臣
」
祐

中

<
n
四
の
み
〉

三
士
一
番
左

「知
宗
」 

尊
明
慶
久
城
彰
高
三
山
御
書\

永
神
蓬鹰

島
内
部 

「知
家
」 

青

<
n
の
み
〉

「知
家
朝
臣
」
桃
群
祐
中
<
n
の
み
〉

こ
れ
を
見
た
だ
け
で
も
、
第

I
類
は
比
較
的
纏
ま
つ
て
い
る
の
に
対
し
、
 

第

n
類
は
ば
ら
つ
き
が
激
し
い
の
が
判
る
で
あ
ろ
ぅ
。
新
大
観
の
底
本
と 

な
る
程
の
善
本
で
あ
る
永
本
も
、
「知
宗
」
に
関
し
て
は
問
題
な
い
の
だ 

が
、
「有
長
」
で
は
七
番
の
み
「有
家
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
第

n
類 

第
二
種
の
多
く
が
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
種
の
特
徴
と
も
言
え
る
の
だ
が
、
 

何
故
統
一
が
図
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「宗
」
と

「家
」
の
誤
写
•
誤
読
は
良
く
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
加
え
て 

同
時
代
に
知
宗
•
知
家
が
い
た
こ
と
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な 

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
長
」
と

「家
」
は
単
純
な
誤
り
で
は
な
く
、
有

長
が
歌
人
と
し
て
無
名
で
あ
る
こ
と
に
ょ
り
、
既
に
没
し
て
い
る
に
も
拘 

わ
ら
ず
、
著
明
な
有
家
が
想
起
さ
れ
て
し
ま
つ
た
こ
と
に
起
因
す
る
誤
り 

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
う
し
た
先
入
観
が
、
そ
の
誤

り

を
完
全
に 

訂
正
す
る
こ
と
な
く
、
中
途
半
端
な
形
で
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ 

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
、
様
々
な
段
階
で
の
誤
写
と
訂
正
が
複
雑
に 

絡
み
合
っ
て
、
現
状
の
ょ
う
な
類
や
種
を
も
超
え
た
異
同
状
況
を
生
み
出 

し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

抄
出
本
を
除
く
二
十
三
本
の
内
、
「有
家
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
は 

八
本
、
「知
宗
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
は
十
一
本
で
あ
る
。
前
者
は
後 

者
に
総
て
含
ま
れ
る
の
で
、
結
局
作
者
表
記
に
問
題
が
な
い
の
は
第

I
類 

中
の
八
本
と
な
る
。

I
類
の
最
古
写
本
で
あ
る
慶
本
も
、
作
者
一
覧
の
み 

に

「有
家
朝
臣
」
と
あ
る
の
は
、
あ
る
い
は
や
は
り
、
作
者
一
覧
が
後
補 

の
も
の
で
あ
る
こ

と

を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と

も
思
え
る
の
だ 

が
、
と

も

か

く

も他
の
第

I
類
第
一
種
は
揃
っ
て
問
題
が
な
い
。
こ
の
こ 

と

か

ら

も

、同
種
の
最
善
本
で
あ
る
尊
本
を
校
本
の
底
本
と
し
、
ま
た
そ 

の
尊
本
を
基
準
に
し
て
、
伝
本
の
分
類
を
行
っ
た
次
第
で
あ
る
。

解
釈
上
問
題
と
な
る
、
第

I
類
と
第

n
類
が
対
立
す
る
異
同
箇
所
に
つ 

い
て
は
、
今
詳
細
に
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短



が
あ
り
、
圧
倒
的
な
善
本
と
い
ぅ
も
の
を
認
め
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
 

本
歌
合
を
利
用
す
る
際
に
は
、
や
は
り
両
類
を
対
校
す
る
必
要
が
あ
る
で 

あ
ろ
ぅ
。四

他
出
歌

そ
れ
で
は
続
い
て
、
本
歌
合
の
異
同
の
発
生
の
原
因
や
、
受
容
の
有
様 

な
ど
を
考
え
る
た
め
に
、
他
出
歌
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ァ

私

家

集

本
歌
合
参
加
者
の
内
、
そ
の
家
集
に
本
歌
合
の
詠
が
確
認
で
き
る
の
は
、
 

四
名
で
あ
る
。

家

隆

の

『玉
吟
集
』
に
は
、
三

首

が

「
同
じ
比
、
又
同
家
歌
合
に
、
名 

所
月
」
と
の
詞
書
で
纏
ま
っ
て
存
し
て
お
り
(
ニ
四
九
四
〜
六
)
、
特
に 

問
題
と
な
る
べ
き
異
同
は
な
い
。

『為
家
集
』
に
も
、
「名
所
月
三

首
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
関
白
家
会
」

と

し

て
 

三
首
が
纏
ま
っ
て
い
る
(六
八
八
〜
九
〇
)
ほ
か
、
『中
院
集
』
(大
成

n
)
 

に
も
三
首
が
確
認
で
き
る
(
ニ
三
四
〜
六
)
。
本
歌
合
の
22
番
歌
を
、
『為 

家
集
』
六
八
八
で
は
第
四
句
「
い
ま
も
く
も
ら
ぬ
」
と
し
、
『
中
院
集
』
 

二
三
四
に
は
「
け
ふ
も
く
も
ら
ぬ
」
と
あ
る
。
歌
合
で
は
、
底
本
の
尊
本 

以
下
多
く
の
伝
本
に
はr

猶
曇
な
き
」
と
あ
る
の
だ
が
、
桃
の
本
文
と
内
­

部
両
本
の
異
本
注
記
は 

『為
家
集
』 

と 

一
致
し
て 
い
る
。
 

こ
の
問
題
に 
つ 

い
て
は
、
勅
撰
集
の
入
集
歌
と
共
に
後
述
し
た
い
。
44
番
歌
は
、
『
為
家 

集
』
六
八
九
は
異
同
は
な
い
の
だ
が
、
『中
院
集J

二
三
五
で
は
第
四
句 

を

「空
を
あ
か
し
の
」
と
す
る
。
こ
れ
で
は
「
明
石
」
の
地
名
の
由
来
に 

は
な
ら
な
い
の
で
、
後

者

は

「
そ
」
と

「う
」
の
誤
写
に
由
来
す
る
も
の 

で
あ
ろ
う
。
66
番
歌
は
、
『為
家
集
』
六
九
〇
.
『中
院
集
』
ニ
三
六
が
揃
っ 

て
、
第
二
三
句
を
「ち
か
き
ひ
が
た
の
塩
が
れ
に
」
と
す
る
。
歌
合
諸
本 

は
揃
つ
て
「と
を
き
」
と
あ
り
、
判
詞
に
も
「と
を
き
ひ
か
た
」
と
あ
る 

こ
と
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
為
家
自
身
の
後
の
推
敲
で
あ
る
可
能
性
が
高
い 

と
い
え
ょ
う
。
こ
の
歌
は
後
述
の
様
に
『
御
裳
濯
集
』

に
も
入
集
す
る 

(
四
〇
六
)
が
、
や

は

り

「と
ほ
き
」
と
あ
り
、
歌
合
を
撰
集
資
料
と
す 

る
ら
し
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
第
三
句
は
歌
合
で
も
底
本
他
の
第

I
類 

本
の
一
部
が
「塩
風
に
」
と
あ
る
。
同
類
第
一
種
の
古
写
本
で
あ
る
慶
本 

や
第
二
類
本
の
一
部
が
「
か
れ
」
と
す
る
こ
と
や
、
解
釈
上
か
ら
も
「
涸 

れ
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

『後
堀
河
院
民
部
卿
典
侍
集
』
に
も
、
「歌
合
、
名
所
月
」
と
し
て
三
首 

が

並

ぶ

(
ニ
四
〜
六
)
。
ニ
四
第
四
句
を
「
い
で
ぬ
月
影
」
と
す
る
が
、
 

歌
合
諸
本
に
同
文
は
無
い
。
判

詞

に

「今
出
る
月
の
色
を
ょ
め
る
」
と
あ 

る
こ

と

や
歌
意
か
ら
し
て
も
、
家
集
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ニ
六
第
二
句
は



「
す
ま
の
う
ら
人
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
一
致
す
る
の
は
第

I
類
の
高
本 

の
み
で
あ
る
。
底

本

が

「あ
ま
の
」
と
す
る
の
は
単
独
の
誤
写
で
問
題
な 

い
が
、
「あ
ま
人
」r

う
ら
人
」
は
意
味
上
ど
ち
ら
で
も
可
で
あ
ろ
う
。
但 

し
、
『続
後
撰
集
』
入
集
歌
で
は
「浦
」
と
あ
り
、
名
所
歌
と
し
て
も
こ 

ち
ら
の
方
が
や
や
良
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
歌
合
本
文
を
校
訂
で
き
る 

程
の
根
拠
と
は
な
り
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

『信
実
朝
臣
集
』
に
は

31
番
歌
の
み
が
、
「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
、
大 

殿
御
歌
合
に
、
名
所
月
」
と
の
詞
書
で
見
え
る
(六
五
)
が
、
特
に
異
同 

は
な
い
。

為
家
の
後
の
推
敲
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
本
歌
合
に
は
直
接
関 

係
は
な
い
も
の
と
考
え
た
い
。

ィ

勅

撰

集

先
述
の
様
に
本
歌
合
か
ら
は
、
五
つ
の
勅
撰
集
に
全
部
で
十
二
首
が
撰 

入
さ
れ
て
い
る
。
本
歌
合
を
典
拠
と
す
る
も
の
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の 

で
、
そ
の
異
同
は
重
要
な
資
料
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

先

ず

『新
勅
撰
集
』
に
は
、
巻
十
九
雑
歌
四
の
部
に
四
首
が
入
集
し
て 

い
る
。
歌
合
番
号
の
順
に
示
す
と
、
5

'

ニ

九

ニ

(家
隆
)
、
6
-一

三 

ニ

ニ

(内

大

臣

<実
氏
〉
)
、

10
丄

ニ

七

七

(
家
長
)
、

62
-
ー
ニ
九
三 

(光
俊
)
の
通
り
で
あ
る
。
実
氏
が
作
者
と
な
る
問
題
も
先
述
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
歌
本
文
で
は
、

一
二
七
七
の
初
句
が
「
い
づ
こ
に 

か
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
歌
合
で
は
全
て
「
い
つ
く
」
で
異
同
は
な
い
。
 

意
味
上
も
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

一
三
ニ
ニ
の
初
句
が
「ゆ
ふ
な
ぎ
に
」
 

と
あ
る
の
は
、
歌
合
で
は
底
本
と
城
本
を
除
い
て
全
て
末
尾
が
「
の
」
と 

な
つ
て
い
る
。
意
味
に
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
孤
立
し
た
底
本
が 

「新
勅
撰
」
と
一
致
す
る
の
は
興
味
深
い
。

や
は
り
参
加
者
で
あ
っ
た
為
家
が
撰
じ
た
『続
後
撰
集
』

(自
筆
本
参 

照
)
に
も
、
巻

六

•
秋
中
と
九
.
神
衹
に
四
首
が
入
集
し
て
い
る
。

12
丨 

三

五

八

(少

将

「
(題
し
ら
す
)」
)
、

22
-
五

三

六

(為
家
)
、

36
丄
ニ
三
三 

(
下
野
)
、

46
丄
ニ
五
五
(典
侍
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
三
五
八
の
第
ニ
句
は 

「
…
お
も
ふ
を
」
と
あ
り
、
「を
」
を
有
す
る
点
で
、
底
本
や
永
本
他
の
第 

I
n類
に
ま
た
が
る
幾
本
か
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
こ
は
「を
」
が
必
要 

で
あ
ろ
、っ
。
五
三
六
は
『為
家
集
』
と
同
じ
く
第
四
句
は
「今
も
く
も
ら 

ぬ
」
で
あ
る
。
本
行
で
一
致
す
る
の
は
桃
本
の
み
で
あ
り
、
為
家
に
は
他 

に
も
推
敲
ら
し
き
跡
が
見
え
た
こ
と
等
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
も
同
様
に
考 

え
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
か
。
古
写
本
で
あ
り
な
が
ら
、
本
文
的
に
や
や
孤
立 

す
る
こ
と
の
多
い
桃
本
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
お
そ
ら
く『続

*
*

J  

の
影
響
を
受
け
て
、
手
が
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
内

•
部
両
本
の 

異
本
注
記
も
、
同
集
と
の
校
合
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
中
院
集J

の



「け
ふ
も
」
は
別
な
推
敲
案
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
孤
立
し
た
本
文
で
あ 

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
か
。
三
五
五
も
前
述
の
よ 

う
に
第
二
句
が
「す
ま
の
浦
人
」
と
あ
る
。

『続
古
今
集
』
に
は
卷
七
.
神
衹
に
一
首
の
み
で
、

31
-七
ー
ニ
(信
実
)
 

が
そ
れ
で
あ
る
。
『信
実
集
』
同
様
異
同
は
な
い
。

『続
拾
遺
集
』
に
は
巻
五
.
秋
下
と
巻
二
十
.
神
祇
に
各
一
首
で
、
24丨
 

三

一
〇

(典
侍
)
、

51
-
ー
四
ニ
七
(行
能
)
の
ニ
首
で
あ
る
。
ニ
ニ
〇
は 

末

尾

が
「う
ら
な
み
」
と
あ
る
の
だ
が
、
歌
合
で
は
全
て
「
し
ら
な
み
」 

で
あ
る
。
『典
侍
集
』
も

「白
浪
」
と
あ
り
、
歌
意
も
大
き
く
変
わ
る
ほ 

ど
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
も
注
意
す
べ
き
異
文
で
あ
る
が
、
校
訂
す
る
必 

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『玉
葉
集
』
で
は
卷
五
.
秋
下
に
、
45
丄
ハ
五
五
(道
家
)
が
一
首
の
み 

見
え
る
。
同
歌
で
は
第
五
句
が
「秋
の
月
か
げ
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
歌
合 

で
は
全
て
「あ
き
の
よ
の
月
」
で
あ
る
。
『玉
葉
集
』

の
異
同
は
確
認
で 

き
な
い
よ
う
で
あ
り
、
あ
る
い
は
為
兼
が
手
を
加
え
た
可
能
性
も
あ
ろ
う 

か
。勅

撰
集
と
歌
合
と
の
異
同
は
少
な
く
な
く
、
誤
写
な
ど
に
拠
る
と
も
思 

わ
れ
な
い
の
で
、
そ
う
し
た
本
文
を
有
す
る
歌
合
の
伝
本
を
利
用
し
た
の 

か
も
し
れ
な
い
が
、
歌
合
の
現
存
諸
伝
本
と
の
関
連
性
が
明
確
に
で
き
な

い
以
上
、
後
天
的
な
異
文
と
考
え
て
お
き
た
い
。

ゥ

私

撰

集

他

私
撰
集
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
本
歌
合
の
翌
年
の
、
天
福
元
年 

(
H

ニ
ニ
三
)
七
月
中
旬
頃
に
撰
じ
た
と
序
に
あ
る
、
寂

縁

撰

の

『
御
裳 

濯
集
』
に
は
、

66
-
四

〇

六

(
為
家
)
が
ー
首
確
認
で
き
る
。
第
三
句 

「
し
ほ
が
れ
に
」
と
あ
る
の
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
伊
勢
関
係
の
新 

歌
と
し
て
、
早
速
撰
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
反
御
子
左
派
関
係
の
私
撰
集
で
は
、
『秋
風
抄
』
と

『
秋
風 

集
』
に
同
一
歌
が
一
首
(
31
-
九

五

.
三

三

ニ

(信
実
)
)
見
え
、

『
雲
葉 

集
』
に
も
や
は
り
一
首
(
24
-
七

三

(典
侍
)
)
が
選
ば
れ
て
い
る
。
前
者 

が

『続
古
今
集
』
に
も
入
集
し
て
い
る
の
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
り
、
明 

ら
か
に
_
連
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
異
同
と
し
て
は
、
後
者
の
末
尾
が 

「う
ら
な
み
」
と
あ
り
、
『続
拾
遺
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
本
集
の
方
が
同 

集
に
先
立
つ
て
お
り
、
関
連
を
想
定
し
て
も
ょ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

『閑
月
集
』
に
も
一
首
(

9

'
二

八

(信
実
)
)
が
見
え
る
が
、
異
同 

は
な
い
。

『夫
木
抄
』
に
は
四
首
が
確
認
で
き
る
。
13
—
五
一
六
六
(有
長
)
、
23
- 

四
九
四
五
(道
家
)
、
37
-
九
ニ
七
ニ
(親
季
)
、

56
-
ー
五
三
八
五
(少
将
)
 

が
そ
れ
だ
が
、
諸
撰
集
で
は
入
集
し
な
い
ょ
う
な
歌
人
の
歌
が
あ
る
の
が



貴
重
で
あ
り
、
ま
た
異
同
も
少
な
く
な
い
。
五
一
六
六
第
四
句
は
「
月
は 

こ
の
夜
の
」
と
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
は
歌
合
で
も
異
同
が
や
や
激
し
い
筒 

所
で
あ
り
、
「木
間
」

「
こ
よ
ひ
」

「
こ
の
よ
」

の
三
種
が
存
し
、
特
に 

「
こ
の
よ
」
が
群
を
除
く
第
n

類
と
、
第
I

類
の
高
ま
で
加
わ
っ
て
お
り 

有
力
で
あ
る
。
第

三

句

「法
の
庭
」
か
ら
の
繋
が
り
で
い
け
ば
、
や
は
り 

「
こ
の
世
」
が
適
当
で
あ
ろ
う
か
。
歌

合

底

本

は

「
よ
」
を

「ま
」
と
誤
っ 

た
後
に
漢
字
表
記
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
九
ニ
七
ニ
は
第
四
五
句
を 

「
...き
か
ぬ
す
め
る
月
か
な
」
と
す
る
。
歌
合
で
一
致
す
る
伝
本
は
な
い
。 

こ

の

歌

は

『奥
義
抄
』
等
に
見
え
る
、
「
い
ま
も
か
も
さ
き
に
ほ
ふ
ら
む 

た
ち
ば
な
の
こ
じ
ま
の
く
ま
の
や
ま
ぶ
き
の
花
」

(
五
四
〇

)
を
意
識
し 

て
詠
ん
だ
と
お
ぼ
し
い
の
だ
が
、
月
に
は
珍
し
い
名
所
を
詠
も
、っ
と

し
て
、
 

強
引
な
表
現
と
な
つ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
様
な
異
文
が
生
ま
れ
た
一
因 

と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

一
五
三
八
五
は
「
波
か
く
る
難
波
の
さ 

と
の
あ
し
ま
く
ら
月
見
ん
と
て
や
む
す
び
お
き
け
ん
」
と
な
つ
て
い
る
の 

だ
が
、
第
五
句
は
歌
合
は
全
て
の
本
で
「
そ
め
け
ん
」
と
あ
る
。
こ
の
歌 

『夫
木
抄
』

で

は

「
あ
し
ま
く
ら
」

の
例
歌
と
し
て
あ
が
つ
て
お
り
、
他 

に
用
例
が
確
認
で
き
な
い
極
め
て
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。
判
詞
で
も
そ
の 

こ
と
に
は
反
応
を
示
し
て
い
な
い
が
、
草
枕
の
一
種
と
し
て
捉
え
て
い
る 

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
初
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
や

は

り

「
そ
め
」

の
方
が
相
応
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
猶
、
歌
合
で
は
第
4
句
を
第
n

類
の 

多

く

が

「
月
見
る
」
と
す
る
。
こ

こ

は
意
志
を
示
す
方
が
「
初
め
」
と

の
 

整
合
性
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『歌
枕
名
寄
』
に
は
十
五
首
が
撰
入
さ
れ
る
。
こ
の
内
、
5
-
五
〇

一
〇
、
 

10
—

一

八

五

ニ

、
12
丄

一

七

四

〇

、
22
-
四

五

七

八

、
24
—
五

一

九
 

一

、
31
- 

九

五

ー

、36
丄

ー

八

ニ

ー

、
46
-
四

ニ

八

ー

、
62
-
五

〇

三

八

の

九

首

は

、 

集
付
に
よ
り
勅
撰
集
か
ら
の
抄
入
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
18

-
四
〇
七 

ニ

は

「貞
永
元
八
月
十
五
夜
歌
合
」
、

55
-
四

八

ー

三

は

「貞
永
元
八
月
十 

五
夜
」
と
集
付
が
あ
り
、
歌
合
を
出
典
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
前
者
は 

初

句

を

「
雲
お
つ
る
」
、
後
者
は
第
三
句
を
「
は
ま
風
に
」

と
す
る
が
、
 

共
に
歌
合
で
一
致
す
る
伝
本
は
な
い
。
前
者
は
単
な
る
誤
写
で
あ
ろ
う
。 

後

者

は

「
と
ば
た
の
浦
の
山
風
」
と
あ
る
の
が
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
こ 

と
で
、
「
浜
」

の
本
文
が
生
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

先
に
確
認
し
た 

よ
う
に
、
『夫
木
抄
』
で

も

「
山
風
」

で
あ
る
。
こ
の
他
集
付
の
な
い
も 

の

が

、

9

-

八

六

四

五

'

23
-
七

七

七

ー

、
51
-

ー

七

三

三

、
56
丄

ニ

六

五

八
 

の
四
首
確
認
で
き
る
。
八
六
四
五
は
第
五
句
を
「
な
ど
か
す
む
ら
ん
」
と 

す
る
。
歌

合

諸

本

や

『
閑
月
集
』
は

皆

「
い
か
に
」
で
あ
る
。
三
六
五
八 

は

第

三

句

「
あ
れ
ま
く
ら
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
結
句
の
「
結
ひ
初
め 

け
ん
」
と
も
対
応
し
な
い
。
両
例
共
に
誤
写
で
あ
ろ
う
か
。
18

や
55
等

は



他
に
撰
入
す
る
も
の
が
な
く
、
歌
合
自
体
を
出
典
と
す
る
と
見
て
良
い
で 

あ
ろ
う
が
、
そ
の
他
の
例
も
含
め
て
尊
重
し
難
い
異
文
が
目
立
つ
ょ
う
で 

あ

る

。
そ
う
し
た
末
流
本
文
の
歌
合
伝
本
を
使
用
し
た
の
か
も

し

れ

な
い 

が
、
様
々
な
段
階
で
の
誤
写
が
蓄
積
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
他
、
正
元
ニ
年
(
一
二
六
〇
)
成
立
と
目
さ
れ
る
、
『
新
三
十
六 

人
撰J

に
一
首
(

10
丄
二
三
八
(家
長
)
)
選
ば
れ
、
『井
蛙
抄
』
と

『正 

風钵

抄
』
と
が
同
じ
22
番

歌

(為
家
)
を
収
め
る
。
た
だ
こ
れ
ら
は
何
れ 

も
勅
撰
集
か
ら
の
撰
入
で
あ
ろ
う
。
特
に
為
家
歌
は
共
に
第
四
句
を
「
い 

ま

も

く

も

ら

ぬ

」と
す
る
こ
と
か
ら
も

疑
い
な
い
。

本
歌
合
か
ら
の
引
用
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
嘉

吉
三
年
(
一
四
四
三
)
 

二
月
-一

-
〜

十
二
日
に
か
け
て
、
道
家
の
子
孫
一
条
兼
良
に
ょ
つ
て
催
さ
れ 

た

『前
摂
政
家
歌
合
』
で
あ
る
。
そ
の
二
百
五
十
四
番
判
詞
に
、
「
貞
永 

元
年
光
明
峰
寺
摂
政
歌
合
に
家
長
朝
臣
歌
、
い
づ
く
に
も
ふ
り
さ
け
今
や 

み
か
さ
山
も
ろ
こ
し
か
け
て
出
づ
る
月
影
、
と
侍
る
に
」
と
、
10

番
歌
が 

異
同
無
く
引
か
れ
、
二
百
六
十
番
判
詞
(衆
議
判
で
執
筆
は
兼
良
)
で
も
、
 

「
お
ほ
か
た
歌
合
の
歌
に
神
威
を
募
る
事
は
、
貞
永
の
度
の
歌
合
に
か
た 

く
い
ま
し
め
仰
せ
け
る
に
や
、
こ
の
度
は
神
衹
の
題
た
る
う
へ
は
…
」
と
、
 

本
歌
合
の
十
三
番
判
詞
「詠
社
名
仮
神
威
事
殊
可
停
止
之
由
お
ほ
せ
ら
る

」 

や
、
二
十
四
番
判
詞
「募
神
社
之
威
」
等
を
踏
ま
え
た
記
述
が
な
さ
れ
て

い
る
。
兼
良
の
許
に
伝
本
が
存
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
興
味
深

 ̂

o

V

最
後
に
歌
合
目
録
類
を
見
て
お
き
た
い
。
先
に
も
言
及
し
た
彰
考
館
文 

庫

蔵

『歌
合
目
録
』
は
、
歌
合
第
一
首
の
第
一
音
に
ょ
り
、
い
ろ
は
順
で 

歌
合
を
配
列
し
た
目
録
で
あ
る
。
本
歌
合
も
第
一
首
の
第
四
句
目
ま
で
が 

引
用
さ
れ
、
第
五
句
は
縦
線
で
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
異
同
は
な
い
。
同 

文

庫

の

『歌
合
目
録
次
第
不
同
』
は
、
第
一
首
と
末
尾
の
一
首
を
引
用
す 

る
。
1
番
歌
は
末
尾
が
「
ら
ん
」
と
あ
っ
て
、
桃
と
東
や
、
神
の
見
せ
消 

ち
前
の
本
行
、
そ
し
て
群
の
異
本
注
記
と
一
致
す
る
。
意
味
的
に
は
ど
ち 

ら

も

可
だ
が
、
「
ら
し
」
の
ほ
う
が
ょ
り
確
実
性
の
あ
る
推
量
と
い
う
こ 

と
で
、
こ
の
歌
に
は
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
。
66
番
歌
は
第
三
句
を
「
し
ほ 

か
れ
に
」
と
す
る
。
ち
な
み
に
彰
本
は
「
か
せ
」
で
あ
り
一
致
し
て
い
な

、
o

V

結
局
、
兼
良
所
持
本
の
存
在
が
判
明
し
た
以
外
で
は
、
為
家
が
後
に
出 

詠
歌
に
手
を
加
え
た
ら
し
い
こ

と

が
確
認
で
き
た
程
度
の
成
果
し
か
得
ら 

れ
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
れ
は
即
ち
、
現
存
本
と
異
な
る
系
統
の
伝
本
の
痕 

跡
も
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
、
と

い

う

こ

と

を確
認
し
た
と

い

う
意
味
は
あ 

る
は
ず
で
あ
る
。



ま

と

め

『歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
』
は
、
同
年
六
月
の
勅
撰
集
編
纂
下
命 

に
ょ
り
、
歌
壇
が
活
況
を
呈
す
る
中
で
、
勅
撰
の
企
画
と
時
の
歌
壇
の
実 

質
的
な
中
心
人
物
で
あ
っ
た
、
前
摂
政
九
条
道
家
が
七
八
の
両
月
に
か
け 

て
、
連
続
し
て
催
し
た
幾
つ
か
の
歌
合
のI

つ
で
あ
る
。
参
加
者
の
顔
触 

れ
や
規
模
か
ら
し
て
、
前
月
に
催
さ
れ
た
『光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
』
に 

は
見
劣
り
す
る
も
の
の
、
や

は

り

『新
勅
撰
集
』
編
纂
の
過
程
や
、
こ
の 

時
期
の
歌
壇
の
在
り
方
な
ど
を
考
察
す
る
上
で
、
重
要
な
資
料
た
り
う
る 

こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
特
に
専
門
歌
人
で
は
な
い
作
者
が
目
立
つ
こ
と 

は
、
道
家
家
歌
壇
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

歌
合
の
内
部
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
一
題
の
み
で
三
首
を
詠
ず
る
と 

い
う
形
式
は
特
異
な
も
の
で
あ
る
し
、
「名
所
月
」
と
の
題
と
そ
の
詠
歌 

も
、
鎌
倉
期
の
歌
枕
•
名
所
へ
の
興
味
の
在
り
方
や
、
そ
の
詠
法
を
考
え 

る
上
で
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
定
家
の
執
筆
で
あ
る 

こ
と
が
確
実
な
判
詞
か
ら
は
、
定
家
晚
年
の
歌
観
を
探
る
こ
と
も
可
能
で 

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
記
述
か
ら
衆
議
を
行
つ
て
い
た
こ
と
が
明
ら 

か
で
あ
り
、
特
に
発
言
が
目
立
つ
、
主
催
者
道
家
の
意
図
や
歌
観
を
窺
う 

こ
と
も
出
来
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。
特
に
、
歌
合
の
神
衹
題
で
な
い
歌

で
、
神
社
の
名
を
読
み
込
む
こ

と

を
禁
止
し
た
先
例
と
し
て
、
後
代
に
意 

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
判
詞
史
上
で
も
注
意
す
べ
き
事
柄
で
あ

る

と
思 

わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
伝
本
間
の
異
同
の
在
り
方
は
、
や
は
り
、
作
者
や
成
績 

の
一
覧
と
い
ぅ
も
の
が
、
本
文
の
流
伝
の
過
程
で
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ 

る
ら
し
い
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
し
、
作
者
や
歌
本
文
の
微
細
な
異
文
が
ど 

の
様
に
生
ま
れ
る
か
を
考
え
さ
せ
る
、

一
例
と
も
な
る
も
の
と
田
心
わ
れ
る
。

以
上
、
本
歌
合
の
価
値
に
つ
い
て
、
思
い
付
く
ま
ま
に
列
挙
し
た
が
、
 

従
来
の
和
歌
文
学
史
上
で
特
に
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
歌
合
も
、
多
く
の 

和
歌
研
究
上
の
重
要
な
問
題
を
解
く
た
め
の
手
懸
か
り
と
な
る
こ
と
が
、
 

明
ら
か
に
な
つ
た
も
の
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
何
れ
の
問
題
も
解
決
に
は
至
ら
ず
、
皆
中
途
半
端
な 

考
証
の
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
稿
で
確
実
に
明
確
に
な
っ
た
こ 

と
は
、
や
は
り
、
本
歌
合
を
研
究
で
利
用
す
る
際
に
は
、
第

I
類
と
第

n 

類
の
善
本
を
併
せ
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
い
ぅ
、
い
つ
も
な
が
ら
の
結
論 

に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
い
つ
も
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な 

読
込
と
、
先
の
問
題
の
具
体
的
な
検
討
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
さ 

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。



〔注
〕

(
1
) 

峯

岸

義

秋

氏

『歌
合
の
研
究
』
(
三
省
堂
、
昭

29
)
で

「
四
条
天 

皇
」
と

さ

れ

て
い
る
の
は
、
単
な
る
誤
解
で
あ
ろ
ぅ
。

(
2
) 

貞
永
元
年
中
の
和
歌
活
動
に
関

し

て

は

、久

保

田

淳

氏

『
藤
原 

家
隆
集
と
そ
の
研
究
』

(
三
弥
井
書
店
、

昭

43
)
、
森
本
元
子
氏 

「
民
部
卿
典
侍
の
生
涯
」
(
『古
典
文
学
論
考
|
%
日
#
』
新
典
社
、
平 

元
)
、
井

上

宗

雄

氏

「藤
原
信
実
年
譜
考
証
」
(
『鎌
倉
時
代
歌
人
伝 

の
研
究
』
風
間
書
房
、
平
9
)
、
佐

藤

恒

雄

氏

「新
勅
撰
和
歌
集
の 

成
立
」
(
『藤
原
定
家
研
究
』
風
間
書
房
、
平

13
)
、
同

氏

『藤
原
為 

家
全
歌
集
』
(
同
、
平

14
)
等
を
参
照
し
た
。

(
3
) 

詳
細
は
、
前

注

の

佐

藤

氏

『藤
原
為
家
全
歌
集
』

を
参
照
い
た 

だ
き
た
い
。

(
4
) 

題

は

「鶴
契
遐
年
」
。
歌
は
、
新
勅
撰
四
四
三
〜
四
、
信
実
集
ニ 

〇
九
、
範
宗
集
六
八
五
、
典
侍
集
一
四
に
見
え
、
『
民
経
記
』
五
月 

十
九
日
条
に
拠
り
、
道

家

.
教

実

.
実

氏

•
通

光

.
兼

宗

•
家

嗣• 

通

方

.
高

実

•
定

家

•
経

通

•
頼

実

•
家

光

•
経

高

•
為

家

•
家 

隆

•
知

家

•
範

宗

.
成

実

•
行

能

•
信
実
.•親

氏

•
親

季

.
光

俊

•
 

通

氏

.
兼
高
が
歌
人
に
選
ば
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。 

民
部
卿
典
侍
の
出
詠
も
確
実
だ
が
、
女
房
方
の
情
報
を
経
光
は
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

(
5
)
七
月
十
日
に
も
内
裏
で
御
作
文
が
あ
っ
た
こ

と

が

同
記
に
見
え 

る

0

(
6 
)

こ
の
歌
合
に
つ
い
て
は
、
萩

谷

朴

氏

『平
安
朝
歌
合
大
成
増
補 

新
訂
』
を
参
照
し
た
。
そ
の
歌
合
番
号
は
四
ニ
九
で
あ
る
。

(
7
) 

道
家
家
歌
会
に
つ
い
て
は
、
安

田

徳

子

氏

「
九
条
基
家
研
究
」 

(
『
中
世
和
歌
研
究
』
和
泉
書
院
、
平
10

)
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 

猶
、
同
論
文
で
は
、
貞
応
頃
に
基
家
家
で
「名
所
何
」

と
い
っ
た 

歌
題
が
ま

と

ま

っ
て
出
題
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
8
) 

本
歌
会
に
つ
い
て
は
、
小

林

強

氏

「後
嵯
峨
院
の
詠
作
活
動
に 

関
す
る
基
礎
的
考
察
」

(
『
中
世
文
芸
論
稿
』
16

、
平

5
.
3
)
に 

拠
る
。

(
9
) 

こ
の
他
に
も
、
『新
和
歌
集
』

の
蓮
信
法

師

歌

(七
一
八
)
、
『続 

門
葉
集
』
法

印

実

勝

歌

(
三
〇
七
)
、
『澄
覚
法
親
王
集
』
(
一
四
一
)、
 

『滋
道
法
親
王
集
』
(
一
〇
四
〜
六
)
、
春

日

祐

臣

の

『
自
葉
集

J

 

(
一
八
九
)
、
建

武

元

年

(
一
三
三
四
)
八

月

十

五

夜

の

「
外
宮
ニ 

補
宜
朝
棟
亭
三
首
会
」
等
で
確
認
で
き
る
。

(
10
)
 落
素
を
含
ま
ず
、
有
長
を
含
め
た
人
数
。
同
百
首
の
作
者
に
関 

し
て
は
、
片

野

達

郎

.
安

井

久

善

氏

『校
本
洞
院
摂
政
家
百
首
と



そ
の
研
究
』
(桜
楓
社
、
昭
42
)
を
参
照
し
た
。

(
11
)
 

前
注
所
掲
書
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
同
書
に
は
作
者 

の
伝
も
あ
る
の
で
、
出
詠
者
に
関
し
て
は
そ

ち

ら

を

参
照
い
た
だ 

き
た
い
。

(
12
)
 

「良
実
」
は
道
家
ニ
男
で
当
時
確
か
に
「春
宮
権
大
夫
」
で
あ
っ 

た
し
、
「忠
俊
」
は
お
そ

ら

く

承
久
の
変
の
責
任
を
取
ら
さ
れ
て
斬 

首
さ
れ
た
一
条
信
能
息
で
、
当
時
五
位
で
あ
っ
た
人
物
の
名
を
借 

り
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
13
)
 

『百
練
抄j

に
拠
れ
ば
、
延
応
元
年
(
一
二
三
九
)
三
月
十
九
日 

か
ら
七
日
間
、
道
家
が
長
谷
寺
に
参
籠
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る 

の
で
、
あ
る
い
は
こ
の
時
で
あ
ろ
ぅ
か
。

(
14
)
 

続
群
書
類
従
刊
行
会
本
『蔵
人
補
任
』
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(
15
)
 

道
家
の
家
集
『峯
殿
詠
哥
集
』
に
も
一
首
が
確
認
で
き
る
が
、
 

こ
れ
は
後
代
の
他
撰
歌
集
で
あ
る
の
で
除
外
す
る
。
猶
同
集
に
つ 

い
て
は
、
海
野
圭
介
氏
「随
心
院
蔵
『峯
殿
詠
哥
集
』
考
」
(
『
詞 

林
』
34
、
平
15
.
10
)
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(
16
)
 
た
だ
し
城
本
は
、
第
三
句
の
集
と
歌
合
が
共
通
す
る
「
み
わ
た 

せ
は
」
が
、
唯

一

「な
か
む
れ
は
」
に
な
っ
て
い
る
。

《
附
記
》
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
認
め
下
さ
り
、
ま
た
閲
覧
に
際
し
て 

御
高
配
に
与
っ
た
、
高
山
郷
土
館
と
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
並
び
に
御 

担
当
の
各
位
に
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
前
稿
で
お
世
話
に 

な
っ
た
関
係
諸
機
関
と
個
人
の
皆
様
に
も
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

^
9
0


